
--=-

日野市の人口

1996年
（平成8年） ．

第889号

2/15 
毎月 1日・15日発行

発行／日野市
編集／企画財政部広報課
〒191東京都日野市神明1-12-1

市役所の代表電話 0425(85)1111

＜
 

余
t
k
"

＇ 
を帯

-

世人国Jr 
夕ょ

•9 

数
鈴
木
健
太
く
ん
（
す
ず
き
・

帯世
け
ん
た
。
平
成
7
年
2
月
1
日

※
午
後
6
時
14分
生
ま
れ
。
父
・

久
雄
さ
ん
、
母
・
美
恵
子
さ
ん
。

南
平
2
の
22
の
4
)

受付期間は2月16H~3月158

納
税
の
手
間
が
省
け
ま
す

所得税は振替納税で
振替納税を利用すると、確定申告により

納税することとなった所得税は、 4月18日

（木）に指定の預金口座から自動的に振り替え

られます。ぜひ、申し込みください。

C>申込み＝ 3月15日⑥までに確定申告用紙

に同封されている「納付書送付

依頼書」に必要事項を記入し、

預金印を押印して日野税務署へ

※申込用紙は日野税務署、市内

金融機関にあります

[>問合せ先＝日野税務署（合85-5661)

申告書の配布・提出場所 （表 1)

市役所市民税課
七生・多摩平両支所

①
平
成
8
年
1
月
1
日
現
在
、
日

野
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

い
年
金
受
給
者
で
確
定
申
告
を
必

要
と
し
な
い
方
※
原
則
と
し
て
、

65歳
以
上
（
昭
和
6
年
1
月
1
日

以
前
生
ま
れ
）
で
年
金
の
総
受
給

額
228万
円
以
下
、

65歳
未
満
で
年

金
の
総
受
給
額
108万
円
以
下
の
方

回
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
勤
務
先
が

市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
方

い
家
賃
、
地
代
、
営
業
、
農
業
、

そ
の
ほ
か
の
事
業
所
得
が
あ
り
、

確
定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

口
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
て
、
確
定
申
告
を
必
要
と
し

な
い
方

閲
給
与
以
外
の
所
得
が
20万
円
を

超
え
な
い
方

い
所
得
が
な
い
（
ま
た
は
少
額
で

あ
る
）
が
、
国
民
健
康
保
険
に
加

日野税務署
市役所市民税課（注 I)
七生・多摩平両支所く配布のみ〉(5主2)

注 1市民税課では、完成した申告書を預かり、日野税
務署へ送ります（内容についての相談はご遠慮を）。

注 2七生・多摩平両支所にある申告書は一般用・還付
用のみです。

確定申告書の上表以外の提出場所（表 2)

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

の
合
計
が
、
各
種
所
得
控
除
の
合

計
を
超
え
る
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

い
給
与
等
の
総
額
が
2
千
万
円
を

超
え
る
方

回
2
カ
所
以
上

の
事
業
所
か
ら

所
得
税
の
確
定
申
告
が

必

要

な

方

市
・
都
民
税
の
申
告
が

必

要

な

方

市
・
都
民
税
の
申
告
と
所
娼
税
の
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は

2
月
16日
甲

3
月
15日
画
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
で
す
。

亘
旦
鱈

0
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
は
早

都

民

税

市

・
~
…
…市
役
所

※当日は申告相談を行いません。
※駐車場がないため、車での来場はご遠慮を。

市・都民税の申告相談

時

（表 3)

間

市役所 1階
10 I会議室

午前9時～11時

午後 1時～ 4時

※会場では申告の受付も行います。
※東京南農協七生支店には駐車場がないため、車での

来場はご遠慮を。

一

①
勤
務
先
が
市
役
所
に
給
与
支
払

市

民

税

課

報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
方

入

し

て

い

る

方

②

年

末

調

整

・

所

得

の

申

告

で

、

（
所
得
が
な
く
、
年
末
調
整
・
所
同
居
の
人
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て

得
の
申
告
で
同
居
の
人
の
扶
養
親
い
る
方

族
に
な
っ
て
い
な
い
方
③
確
定
申
告
を
す
る
方
（
確
定
申

②
日
野
市
に
住
ん
で
い
な
い
が
、
告
は
、
市
・
都
民
税
の
申
告
を
兼

平
成
8
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
ね
て
い
ま
す
）

.t・
t.t,
.. 9
 .. 
,
 ...... 9
 .. 

t・
t・9
.. 
＊
 .. 

＇：.t・
t
t

所
得
税
の
確
定
申
告
は

・
…
•
•
~

ヘ

~
…
…

日

の
申
告
は
…
…
~ヘ

確
定
申
告
を
す
れ
ば

所
得
税
が
戻
る
方

市
・
都
民
税
の
申
告
を

し

な

く

て

よ

い

方

に
家
屋
敷
・
事
業
所
・
事
務
所
を

所
有
し
て
い
る
方
（
単
身
赴
任
中

の
方
な
ど
）

超
え
る
方

③
同
族
会
社
の
役
晨
な
ど
で
、
そ

の
会
社
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
、
貸

付
金
の
利
子
、
店
舗
・
工
場
な
ど

の
賃
貸
料
等
を
受
け
て
い
る
方

④
居
住
用
の
土
地
、
建
物
を
売
却

し
、
特
別
控
除
等
を
受
け
る
方

で
退
職
し
た
た
め
に
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
方

③
予
定
納
税
を
し
て
い
て
、
確
定

申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
方

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が

還
付
申
告
を
す
る
場
合
は
、
次
の

点
に
こ
注
意
を
。

●
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
泉

徴
収
票
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

●
控
除
の
種
類
に
応
じ
て
、
領
収

書
や
証
朗
書
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す

●
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20万

円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
含

め
て
計
算
し
て
く
だ
さ
い

※
還
付
金
を
早
く
受
け
取
る
た
め

に
は
、

2
月
末
こ
ろ
ま
で
に
還
付

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
・
都
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は

市
役
所
市
民
税
課
(
6
内
線

115S118)

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
一

―
日
野
税
務
署

(
6
8
5
.
5
6
6
1
)

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く

て
も
、
次
の
方
が
申
告
す
る
と
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
や
予
定

納
税
を
し
た
税
金
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

田
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
医
療
費
控

除
、
住
宅
取
褐
等
特
別
控
除
、
寄

野

税

務

署

付
金
控
除
、
雑
撮
控
除
な
ど
を
受

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
給
与
を
受
け
て
い
る
方
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

れ
ば
な
ら
な
い
方
が
、
申
告
期
限
い
給
与
以
外
の
所
得
が
20万
円
を
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
年
の
途
中

ま
で
に
申
告
し
な
い
と
、
加
算
税
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や
延
滞
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

申
告
書
の
配
布
・

…
…
~
受
ポ
ス
ト
を
こ
利
用
＜
誓
い
。

ま
す
。
申
告
は
必
ず
期
限
内
に
済
~
~
▽
申
告
の
相
談

1
1
日
野
税
務
署
へ

喜
ま
し
ょ
う

。

~
…
…
•
…
·
:

．．
 
提

出

場

所

・

申

告

相

談

（
日
野
市
商
工
会
・
東
京
税
理
土
会

＾
市
・
都
民
税
＞

表

ー

・表

2
の
と
お
り

主
催
の
申
告
相
談
会
に
つ
い
て
は

▽
申
告
書
の
配
布
・
提
出
場
所
1
1

※
日
野
税
務
署
(
〒
191万
願
寺
229

別
掲
記
事
参
照
）

表
l
の

と

お

り

・

高

幡

棚

バ

ス

停

下

車

徒

歩

1

※
所
得
税
専
門
の
職
員
が
い
な
い

※
市
役
所
市
民
税
課
(
〒
191神
明
分
）
で
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
た
め
、
市
役
所
市
民
税
課
で
の
粗

1
の
12の
1
)
で
は
郵
送
で
も
受
す
。
ま
た
、
休
日
の
申
告
書
の
提
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

け

付

け

ま

す

。

出

は

、

日

野

税

務

署

の

時

問

外

収

▽
申
告
の
相
談
1
1
表
3
の
会
場
へ

※
税
専
門
の
職
貴
が
い
な
い
た

め
、
七
生
・
多
摩
平
両
支
所
で
の

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

＾
確
定
申
告
＞

▽
申
告
書
の
配
布
・
提
出
場
所
1
1

心
、
『
一
ー
—
-

＿

-
I
-
)
：

d
l
:
-
＝h
-）
-
―
r
-
=
-
＿
.
島
,
'
『
-
-
2
=
-
＿
＿
彎
．
＇

W
"
l
l
1
o
,
1
w
-＝
―
こ
~
f`
p

..
 =
ミ
r
t
l

:
-
＿-_
-
n
i

―
-
―
＿
・
―
-
＝

p
ヽ
'
~
•
""”

 

＂ 

昭
和
16年
か
ら
、
従
来
の
小
学
校
は
国

i

活

⑪
民
学
校
と
な
り
、
軍
国
主
義
的
な
教
育
が
一

＂

る

生

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

『
ヨ
ミ
カ
叫

叩
―‘‘ス

1

1

1

-

（
 

タ一

』
は
こ
れ
に
伴
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
'

の
で
、
ほ
か
に
も
「
ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ス
血

皿
リ
語
と

i
 

ザ

(

ゞ

ス
メ
」
や
「
ヒ
ノ
マ
ル
ノ
ハ
タ
）
ン

ご

↓

が

争

イ
」
と
い
っ
た
記
述
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

5

し
か
し
こ
う
し
た
戦
時
下
の
教
育
は
、
一

[
5
0

料

戦

、

後文
資

終
戦
を
境
に
一
切
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
[

)
 

当
〒

U” 

一

な
り
ま
し
た
。
1
学
期
ま
で
教
え
て
き
た

“

こ

と

が

2
学
期
か
ら
は
問
違
い
と
さ
れ
、

[

～
墨
塗
り
教
科
書

呻
写
真
の
教
科
書
は
昭
和
16
年
に
発
行
さ
現
場
に
は
か
な
り
の
動
揺
が
あ
っ
た
と
い
（

1
 

111

れ
た
国
民
学
校
初
等
科
の
教
科
書
『
ヨ
ミ
わ
れ
ま
す
が
、
戦
後
の
教
育
は
こ
う
し
た
"

一

「
カ
タ

一
』
で
、
戦
後
も
し
ば
ら
く
の
間
、
混
乱
の
中
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
黒
々
と
1

1
年
生
が
使
っ
て
い
ま
し
た
。
『
ヨ
ミ
カ
墨
が
塗
ら
れ
た
教
科
書
は
、
そ
う
し
た
時
ー

～
 

＂^ 叫
夕
』
と
は
現
在
の
国
語
に
あ
た
り
ま
す
。
代
の
変
遷
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ho

一

右
の
ペ
ー
ジ
に
は

「
ホ
ン
ダ
サ
ン
ガ
、
ふ
る
さ
と
博
物
館
で
戦
争
資
料
展
『
満
蒙

～
 

10

ラ
ッ
パ
ノ
エ
ヲ
カ
キ
マ
シ
タ
。
」
と
あ
開
拓
と
日

2
月
28日
困
ま
で
開
催
11

り
、
続
く
文
章
が
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て

d

「ワ
タ
ナ
ベ
サ
ン
ガ
キ
セ
ン
（
汽
船
）

i
 

w
ノ
エ
ヲ
カ
キ
マ
シ
タ
」
と
書
き
込
ま
れ

て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
の
絵
も
部
分
的
に

叩
消
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
も
と
は

(
「
ワ
タ
ナ
ベ
サ
ン
ガ
、
グ
ン
カ
ン
ノ
エ
ヲ

5

カ
キ
マ
シ
タ
」
と
あ
り
、
下
に
は
軍
艦

で
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

II

墨

二
り
教
科
書
贔
、
戦
後
の
新
し
い
教
科

f

書
が
で
き
る
ま
で
の
問
、
戦
時
中
の
教
科

叫
書
の
皇
国
主
義
的
、
軍
国
主
義
的
な
記
述

を
墨
で
消
し
て
使
用
し
た
も
の
で
、

G
H

皿

Q
が
そ
の
指
導
を
し
ま
し
た
。

（
 n
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冒
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”
業
者

5

確
定
巾
告
無
料
相
談
会

＊

日

野

市

商

工

会

主

催

所

得

が

高

額
な
方
、
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
、

▽
日
程
1
1
2
月
16日
⑥

1
3月
5
日
因
※
所
得
計
算
等
が
複
雑
な
方
は
日
野
税
務
署

土
曜

・
日
曜
日
と
23
日
⑯

．．
 26日
回
・

27
ヘ
こ
相
談
を
。

日

肉

を

除

く

▽

日

程

1
1
2
月
22
日
因

1
2
9日
因
※
土
曜

▽
時
間
1
1
午
前
9
時
ー
正
午
、
午
後
1
時
・
日
曜
日
を
除
く

ー
4
時
※
受
付
は
午
後
3
時
45分
ま
で
▽
時
問
11
午
前
9
時
ー
正
午
、
午
後
1
時

▽
会
場
1
1
日
野
市
商
工
会
館
（
束
豊
田
2
I
4時
※
午
前
中
の
受
付
は
11時
、
午
後

の
34の
10)

の
受
付
は
3
時
30分
ま
で

※
譲
渡
所
得
に
関
す
る
相
談
は
行
い
ま
せ
▽
会
場
11
東
京
南
農
協
七
生
支
店
ホ
ー
ル

ん
。必
要
書
類
等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。
（
三
沢
3
の
53
の
15)

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
商
工
会

(681.
※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
。
必
要
書
類

3
6
6
6
)

等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

＊

東

京

税

理

士

会

主

催

▽

問

合

せ

先

11
東
京
税
理
士
会
日
野
支
部

小
規
模
事
業
者
向
け
の
相
談
会
で
す
。

(
6
9
3
.
8
2
4
1
)

広報ひのは、 古紙を利用した再生紙を使用しています



1996年（平成8年）2月15巳

第889号 て^q、(2) 

市役所
代表電話 霊 85-1111

4月に行います

固定資産課税

台帳

建
物
の
増
改
築
、
修
繕
に

官
笠
大
工
亭
壁
置
瞬
脅

乳
幼
児
医
療
の
所
得
制
限
額
（
こ
と
し

9
月
ま
で
）

国
民
年
金
保
険
料
の
記
入

昨
年

1
年
間
に
納
め
た
国
民

年
金
保
険
料
は
、
全
額
「
社
会
保

険
料
控
除
」
に
な
り
ま
す
。
確
定

申
告
の
際
は
、
忘
れ
ず
に
記
入

し
て
節
税
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う
。過

去
の
偲
険
料
を
ま
と
め
て

調
整
の
際
に
国
民
年
金
保
険
料

の
記
入
を
忘
れ
た
場
合
は
、
税

移
署
に
遠
付
申
告
を
す
れ
ば
、

納
め
た
場
合
で
も
、
昨
年
納
め
所
得
税
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

た
も
の
で
あ
れ
ば
該
当
し
ま
す
。

申
告
は
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

親
族
の
保
険
料
を
代
※
納
め
た
額
は
、
お
手
元
の
「
領

わ
り
に
納
め
た
場
合
（
夫
が
妻
、

収

書」

や

「
口
座
振
替
の
ハ
ガ

親
が
子
供
の
保
険
料
を
納
付
な
キ
」
で
確
認
く
だ
さ
い
。

ど
）
も
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
保
険
年
金
課

6

な
お
、
給
与
所
得
者
で
年
末
内
線

258

多

＠

償

却

資

産

の

申

告

は

お

済

み

で

東

京

都

が

平

成

8
年

度

の

②
消
費
者
活
動
に
関
心
が
あ
る

▽
募
集
人
数
1
1
若
干
人

物
価
調
査
員
を
募
集

す
か市

内
で
事
業

を

営

ん

で

い

る

方

▽

謝

礼

1
1
年
額
4
万
5
千
円
程
度

は
、
毎
年

1
月

1
日
現
在
に
所
有
東
京
都
で
は
、

4
月

1
日
⑪
か
上
で
、
次
の
両
方
に
該
当
す
る
方
▽
申
込
み

1
1
2月
20日
因
ま
で
に

し
て
い
る
償
却
資
産

に

つ

い

て

、

ら

1
年
間
、
物
価
調
奮
貞
を
し
て

①
物
価
や
商
品
の
表
示
に
関
心
が
電
話
で
生
活
課

(
6
8
1
.
4
1
1

1
月
末
日
ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

高
い

2
)
へ

に
な
っ
て
い
ま
す

C

活
動
内
容
は
、
物
価
や
商
品
の

未
申
告
の
方
は
、
大
至
急
申
告
表
示
等
に
つ
い
て
の
調
査
、
研
修

し
て
く
だ
さ
い
。

会
・
報
告
会
へ
の
参
加
な
ど
で
す
。

以
上
、
▽
問
合
せ
先
1
1
資
産

税

ぜ

ひ

応

募

く

だ

さ

い

。

課
6
内
線

121ー
127

▽
資
格

11市
内
在
住
の
満

20歳
以

の縦覧

地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
平
成

8
年
度
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は、

4
月

に
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
は
、

4
月
1
日
回

1

22日
同
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
本
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

部
屋
・
台
所
・
ト
イ
レ
等
の
増

改
築
や
、
雨
漏
り
の
修
辮
な
ど
を

お
考
え
の
方
に
、
市
が
大
工
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

増
改
築
、
修
繕
を
考
え
て
い
る

方
は
、
気
醗
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
手
順

II
CD産
業
経
済
課
に
施
工

に
つ
い
て
の
相
談
・
申
し
込
み

確
定
申
告
の
際
に
は
忘
れ
ず
に

3歳未満のお子さんがいる方

お匂8です心
迅⑲鵠aa四

＊扶養数には控除対象配偶者を含む

社会保険相当額
（全員一律）

8万円

老人控除対象配偶者・老人
扶養控除(I人につき）

6万円

普通障害・ 寡婦・寡夫・勤
労学生控除

27万円

特別寡婦•特別障害控除

雑損、医療賢、小規模企業
等共済掛金

35万円

乳
幼
児
医
療
証
は
、

健
康
保
険

証
と

一
緒
に
医
療
機
関
の
窓
口
に

提

ホ
す
る
と
、
保
険
診
療
の
医
療

費
が
無
料
に
な
る
も
の
で
す
。

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
対
象

控除相当額

と
し
て
、

3
歳
に
達
し
た
月
の
末

日
ま
で
使
え
ま
す

(
1日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
は
前
月
末
日
ま
で
）
。

た
だ
し
、

1
歳

・
2
歳
児
の
乳

幼
児
医
療
証
発
行
に
は
、
所
得
制

②
登
録
業
者
を
あ
っ
せ
ん

③
業
者
と
の
相
談

・
見
積
も
り

④
契
約
・
施
工

⑤
業
者
へ
の
代
金
支
払
い

⑤
業
者
か
ら
産
業
経
済
課
へ
報
告

書
を
提
出

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
産
業
経

済
課
6
内
線

203

＊
子
ど
も
自
然
体
験
活
動

▽
日
時

11
2
月

24日
山
午
前

10時

2
月
の
人
権
擁
護
委
員
活
動

ー
午
後

3
時

▽
会
場

11ふ
れ
あ
い
僑
付
近

▽
内
容
1
1
原
っ
ぱ
で
思
い
切
り
遊

ほ
う

▽
費
用

II
Zoo円
（
保
険
料
、

写
真

代）※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

▽
申
込
み

11
2
月

20日
図
ま
で
に

ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
平
清
太
郎

委
貴
(
〒
191新
井

863
の
64)

へ

多子世帯児童養育
手当の所得制限額

0人 544.5万円

1人 589.5万円

2人 634.5万円

3人 679.5万円

4人 724. 5万円

5人 769.5万円

6人 814.5万円

7人 859.5万円

＊扶養数には控除対象配偶者
を含む

限
が
あ
り
ま
す
（
別
表
参
照
）
。
制

限
以
下
の
方
で
、
ま
だ
乳
幼
児
医

療
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

11①
印
鑑

②
お
子
さ
ん
の
名
前
が
記
載
さ
れ

て
い
る
健
康
保
険
証

③
厚
生
年

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
給
要
件
1
1
①

18歳
未
満

(18

歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
含

む
）
の
児
童
を

4
人
以
上
養
育
中

②
4
人
目
以
降
の
児
童
が
中
学
生

以
下
（
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
・
受
給
で
き
る
児
童
は
除
く
）

③
平
成

6
年
中
の
所
得
が
一
定
額

金
・
共
済
年
金
加
入
者
は
年
金
加

入
証
明
書
か
年
金
手
帳
（
公
務
員

の
方
を
除
く
）

④
平
成

7
年
度

課
税
証
明
書

▽
問
合
せ
先

11児
童
福
祉
課
6
内

線

245
以
下
（
別
表
参
照）

▽
支
給
額
1
1
申
請
の
翌
月
分
か
ら

4
人
目
以
降
の
対
象
児
童

1
人
に

つ
き
月

5
千
円

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

11①
印
鑑

②
申
請
者
名
義
の
市
内
の
預
金
通

帳
（
郵
便
局
は
除
く
）
③
平
成

7
年
度
課
税
証
明
書

▽
問
合
せ
先
1
1
児
童
福
祉
課
6
内

線

245

お
子
さ
ん
が

4
人
以
上
の
方
に
給
付

鯰
杢
懺
笹
翠
蓄
宵
翌
幽

＠
講
習
会
「
中
高
年
か
ら
の
健
康

管
理
」

▽
日
時

11
2
月
15日
因
午
後

1
時

I
4時

▽
会
場

11中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
1
1
松
本
由
美
子
氏
（
日
本

赤
十
字
社
東
京
都
支
部
）

▽
定
員

11
30人
（
先
着
順
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
を
。

＠
老
人
保
健
施
設
「
ホ
ロ
ス
由
木
」

見
学
ツ
ア
ー

老
人
保
健
施
設
と
は
、
急
性
の

病
気
の
治
療
が
終
わ
っ
た
老
人
が

家
庭
復
帰
す
る
た
め
の
訓
練
等
を

行
う
施
設
で
す
。、
あ
な
た
も
見
学

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

1
1
3月
4
日
回
午
前

10時

ー
午
後
4
時
※
集
合
・
解
散
は
、

中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

11
20人
（
先
着
順
）

▽
費
用
1
1
千
円
（
昼
食
あ
り
）

＠
講
演
会
「
訪
問
看
護
と
家
庭
医

に
つ
い
て
」

▽
日
時

1
1
3月
5
日
因
午
後

1
時

30分
I
4時

※
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

▽
会
場

11中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
1
1
訪
問
看
護
の
し
く
み
、

大
学
病
院
へ
の
か
か
り
方

＊
地
域
座
談
会

▽
日
時

1
1
2月
28日
困
午
前
10時

ー
正
午

▽
会
場

11平
宅
（
新
井

863の
64)

▽
内
容

11「
い
じ
め
」
の
体
験
を
持

つ
子
供
の
保
護
者
と
の
話
し
合
い

＊
「
い
じ
め
」
特
別
相
談

子
ど
も
人
権
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。匿
名
相
談
も
可
能
で
す
。

邸
密
は
厳
守
し
ま
す
。

F
A
X相

談
は
、

24時
間
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

社会福祉J、‘‘‘忍

！協議会‘’
〗合82-2319 i 
‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 

謬
゜

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

― 

▽
講
師
1
1
小
松
真
氏
（
日
本
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
副
会
長
）

＠
第
17回
日
野
市
民
福
祉
ま
つ
り

参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

6
月

2
日
⑪
に
中
央
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
る
第
17回
日

野
市
民
福
祉
ま
つ
り
参
加
者
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▽
参
加
資
格

11福
祉
関
係
施
設
・

団
体
、
福
祉
に
関
心
の
あ
る
個
人
、

及
び
、
ま
つ
り
当
日
に
、
販
売
・

障
害
者
の
介
護
な
ど
を
し
て
い
た

だ
け
る
方

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
申
込
み
・

問
合
せ
先

11日
野
市
社
会
福
祉
脇

議
会
（
空

8
2
.
2
3
1
9
)

濯
編

▽
17日
1
1
防
災
対
策
想
定
職
員
参

集
訓
練
の
実
施
▽

18日
11東
京
都

市
長
会
役
具
会
議
（
東
京
自
治
会

館
）
に
出
席
▽

22123日
11南
多

摩
東
部
共
立
病
院
組
合
議
会
視
察

研
修
（
成
田
空
港
検
疫
所
）
に
同

行
▽

24日
1
1
日
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
理
事
会
（
中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
、
清
掃
従
事
者
褒
賞
式
（
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
（
あ
い

さ
つ
）
▽

25日
11日
野
市
東
豊
田

土
地
区
画
整
理
事
業
設
立
総
会

（
吹
上
地
区
セ
ン
タ
ー
）
に
祝
辞

▽
26日
11市
行
財
政
改
革
推
進
本

部
会
議
（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席

▽
27
日
1
1
日
野
市
民
生
委
員
協
議

会
新
年
会
（
市
役
所
食
堂
）
、
保
育

ま
つ
り
（
市
民
会
館
）
に
挨
拶

▽
申
込
み
先

11平

(
C
o
4
2
3

•
7
1
.
2
4
6
6
昼
間
／
C
9
1
.

2
3
1
5夜
間
）
※

F
A
X番
号

も
同
じ
で
す

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先

11
広
報
課
市
民
相
談
担
当

(685

.
2
0
0
0
)
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争の 催厳 ゜と ＇ ！ , 2八▽ ▽女▽徒八▽要時▽方。
き 6王問穴紹性対歩王会゜ 30日‘；；
,．子合 1介 200象 1子 場直分時ぜ！
丞 22事せ
！ ・業先

卜職人 I!分＾ II 接 III ひ o

t 8所 II
を種 45-J京会 4 2参ぎ
今
己 II 歳 R王場時月加！

; 6部ハ型事 く 八プヘ※ 22< 
〇門口 ＇ ; 9へ 1 移

ら 王ラ 申日だ吾

系
い子ザし（木）さ。

; 1? ？職喜開素髪雷｝ ； 
＇ 

4ク種のロル不 1 , 
f̀  9..、・ '"・ヽ 'II9-嶋9- • 9 99 • 一 '!" ' ヽ • 9籍 9 - 999 - HI9 - ＂＇‘9 -嗚 -·•lh 、 一瀾' -噸9 - 99919ヽ ｀戸’●9,• 

- .. .. - .. ~ ヽ• → - - - .. 

節
水
に



(3) 

翁． ．；
痰条袋9< 恋•玲．ぶぷ・ ;< }’ 
,••:• 
沼．ぶ•,

.，. §・

汐．．．．．冷 が牲••;
‘·’•知凌唸•忍；伶．・, 

1996年（平成8年） 2月15日

て^°‘第889号
電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00~20:00 
ft0120-,,()42586 （無料） （ 日曜日・祝日 9 : 00-17: 00 

年末年始を除く ） 
＠
「
ゆ
た
か
な
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

の
た
め
に
」

「
人
生

80年
時
代
」
、
退
職
後
に

生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
に

は
、
在
職
中
か
ら
の
準
備
が
必
要

で
す
。
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

ヽ゚カ▽
日
程
・
内
容
・
講
師

11別
表
参
照

マ
時
間
11
午
後
6
師
ー

8
時

30分

喧庭

弓

▽
定
員

1180人

(
1回
だ
け
の
参

加
も
可
）

※
日
野
市
・
東
京
都
八
王
子
労
政

事
務
所
共
催
。

＠
「
勤
労
者
福
祉
講
座
」

忙
し
い
毎
日
。
ゆ
と
り
あ
る
楽

し
い
生
活
を
送
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と

知
っ
て
お
く
だ
け
で
得
す
る
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容
・
講
師

11別
表
参
照

▽
時
間

11午
後

6
時
30分
1
8時

▽
定
員

1180人
（

1
回
だ
け
の
参

加
も
可
）

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場

11勤

労
•
青
年
会
館

i

※
保
育
あ
り
（
申
し
込
み
を
）
。
手

話
通
訳
が
付
き
ま
す
。

▽
申
込
み
先

11生
活
課

(681.

「ゆたかなセカンドライフのために」日程表

知って得する年金のはなし

考えていますか？

退職後の生活設計

年金評論家

村上 清氏

日本労働研究機構統括

研究員

亀山直幸氏

「勤労者福祉講座」日程表

消賣者被害にあわないために
日野市消贄生活相談室
相談員

土井柳子氏・玉城恵子氏

低金利時代のお金の活（い）かし方 ，

ゆっくり楽しむ私の時間
～毎日を楽し くする秘訣（ひけつ）を
お教えします一

▽
日
時
・
内
容

11①
2
月
23日
⑥

…
こ
れ
か
ら
の
景
気
展
望
と
経
済

情
勢
／
②
27日
囮
…
就
業
規
則
見

直
し
の
す
す
め
ー
介
護
休
業
・

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
等
ー
／
③

28日
困
…
改
正
雇
用
保
険
法
の
解

説
と
ポ
イ
ン
ト
ー
高
年
齢
雇
用
継

伏木医院（内 ・児科）

旭が丘6-10-8 
tt84-2877 

加藤医院（内科）

百軍920-17 ft91 -7578 

京王線

堀田診療所（内・児・皮泌・婦科）

多摩平6-5 -I ff8 I -3035 

至八王子 ¢‘ 至日野

松田整形外科医院（璽外科）

百草999 281-201 !!93-8175 

高幡 ． G. S. 

東京労働金庫ファイナン
シャルアドパイザー

高橋良昌氏

東京都レクリエーション
協会副理事長

小菅知三氏

9
●
-
.
 

4
1
1
2
/
F
A
X
8
3
.
2
4
0
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多
摩
地
域
の
小
・
中
学
校
の

給
食
で
使
用
さ
れ
て
い
る
無
添

加
ハ
ム
の
製
造
工
場
を
見
学
し

ま
す
。

▽
日
程

11
3
月
6
日
困

▽
集
合
時
間
・
場
所

11午
前

8

時
30分
…
京
王
高
幡
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
／
午
前

8
時

40分
…
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

前
（
帰
着
は
午
後
4
時
30分
予

定）▽
見
学
場
所

11大
多
摩
ハ
ム
工

場
（
福
生
市
）
ほ
か

▽
定
員

1140人

※
昼
食
は
自
己
負
担
゜

▽
申
込
み

11
2
月
23日
画
（
必

着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
集
合
場

所
を
記
入
し
、
日
野
市
役
所
生

活
課
(
〒
191日
野
本
町

1
の
6

の

2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
当
選
者
の
み
通
知

▽
問
合
せ
先

11生
活
課

(681

.
4
1
1
2
)
 

>（}且

中
小
企
業
の
た
め
の
実
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー

＇
汽
尉
”
:

乳
が
ん
は
自
分
で
見
つ
け
ら
れ

る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
乳
が
ん
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
、
乳
房
自
己

触
診
法
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

11
2
月
26日
回
午
後

2
時

i
3時
30分

▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

杢
も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス

歯
ブ
ラ
シ
教
室

7
カ
月
児
と

12
カ
月
児

▽
日
時

1
1
3月
12
日

g
午
後
1
時

30分
ー
4
時

▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

ー

労

▽
日
時

11
2
月
21日
困
午
後

1
時

1
4時

▽
会
場1
1
勤
労
•
青
年
会
館(
J

R
豊
田
駅
北
口
徒
歩

1
分）

▽
相
談
員

11東
京
都
八
王
子
労
政

事
務
所
労
働
相
談
鼻
※
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
生
活
課

(681.

4
1
1
2
)
 

つばさ学園案内図
甲州街道

無

す

こ

や

か

成
人
栄
養
教
室

乳

房

自

己

触

診

法

教

室

▽
内
容

11乳
が
ん
に
つ
い
て
、
自

己
触
診
法
の
実
習
な
ど

▽
対
象
11
女
性
の
方

▽
定
員

1125人
（
先
羞
順
）

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。
保
育
な

し。

▽
日
程

1
1
3月
6
日
困

▽
対
象
1
1
7
カ
月
児
（
平
成
7
年

7

月
•
8

月
生
ま
れ
）

〶
は
み
は
み
ク
ラ
ス

▽
日
程

1
1
3月
13日
困

▽
対
象
1112
カ
月
児
（
平
成

7
年

2
月
・

3
月
生
ま
れ
）

以
上
▽
時
間

11①
午
前
10時
30

分
②

11時
③
11時
30分
④
正
午

▽
申
込
み

1
1
2月
23日
⑥
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
を
。
※
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選

相

働

.,＇
h
'ト，艤●`
，＇，＇，＇，＇

談

2月21日に l
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瓢
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ミ
悶
謁
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9
x
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＞
ハ
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‘
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、
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込i

い
、
い

髯
〗
可
屑
晶
狙
亨

甲
竺
四
g

▽
内
容
11
高
齢
者
の
た
め
の
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
づ
く
り
（
材
料

の
調
達
、
保
存
及
び
手
軽
に
出
来

る
料
理
の
実
習
と
試
食
）

▽
対
象

1140歳
以
上
の
方
及
び
高

齢
者
の
食
生
活
に
か
か
わ
っ
て
い

る
方
な
ど

▽
定
員
11
30人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と
学
級
が

映
画
会
と
ワ
ー
プ
ロ
教
室
開
催

つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と
学
級

（
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
宇
幕
付
き
映
画
会
と
身
体

障
害
者
の
た
め
の
ワ
ー
プ
ロ
教
室

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

皇
子
幕
付
き
映
画
会

▽
日
時

1
1
2月
21日
困
午
後

1
時

30分
か
ら

▽
内
容
11
「
福
沢
諭
吉
」
（
監
督
…

澤
井
信
一
郎
／
出
演
…
柴
田
恭
兵

・
仲
村
ト
オ
ル
・
南
野
陽
子
ほ
か
）

続
・
育
児
休
業
給
付
金
に
つ
い
て

ー

（い
ず
れ
も
午
後

2
時

i
4時

30分）
▽
会
場

11八
王
子
労
政
会
館

▽
講
師
11
①
…
中
沢
孝
夫
氏
（
経

済
評
論
家
）
②
…
荻
原
勝
氏
（
人

材
開
発
研
究
会
代
表
）

③
…
大
場

敏
彦
氏
（
流
通
経
済
大
学
助
教
授
）

▽
対
象
11
中
小
企
業
経
堂
者
、
人

事
労
務
担
当
者
、
一
般
都
民

▽
定
員

11
80人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

11東
京
都

八
王
子
労
政
事
務
所
労
働
教
育
係

(
6
0
4
2
6
.
4
3
.
0
2
7
8
)
 

問
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
新
座
市
）

で
は
、
就
職
す
る
た
め
自
動
車
運

転
免
許
証
を
取
得
し
た
い
身
体
障

害
者
の
方
に
、
無
料
運
転
教
習
を

し
て
い
ま
す
。
教
習
期
間
は

3
カ

月
間
、
入
所
日
は

1
月、

4
月、

7
月、

10月
の
月
初
め
で
す
。
な

お
、
身
障
者
専
用
の
宿
舎
（
有
料
）

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先

11閲
身
体
障
害
者
運

転
能
力
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー

(6

0
4
8
.
4
8
1
.
2
7
1
1
/
F
A
X
0
4
8
 

.
4
8
1
.
6
5
7
8
)
 

赤
十
字
で

一
般
家
庭
看
護
法

(D17)
講
習
会

▽
日
時

11
3
月
11日
回
ー

13日
困

献
血
に
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
日
時

1
1
2月
15日
困
午
前

10時

ー
午
後

3
時
30分
（
正
午
ー
午
後

1
時
を
除
く
）

▽
会
場
11
日
野
警
察
署

▽
担
当
11
社
会
福
祉
課
内
日
野
市

誓
推
進
協
議
会
事
務
局

ff内
線

3
 

2
 

2
 

身障者のための

料

運転教習

合
身
体
障
害
者
の
た
め
の
ワ
ー
プ

ロ
教
室

▽
日
時
・
コ
ー
ス

1
1
2月
28日
困

•
2
9日困
•
3

月
1

日
⑤
．4
日

卸
（
入
門
コ
ー
ス
…
午
前

10時
1

正
午
）
、
（
中
級
コ
ー
ス
…
午
後
ー

時
30分
1
3時
30分
）

▽
対
象

11市
内
に
在
宅
の
身
体
障

害
者
の
方

▽
定
員

11各
コ
ー
ス
先
着

10人

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
11
つ

ば
さ
学
園
（
案
内
図
参
照
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
つ
ば
さ

学
園
や
ま
ば
と
学
級

(
6
8
2
.
3

4
0
0
/
F
A
X
8
2
.
3
4
0
1
)
 

※
ワ
ー
プ
ロ
教
室
参
加
者
で
送
迎

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

2
月
20日

因
ま
で
に
連
絡
を
。

.15日
⑤
午
前

10時
ー
午
後
4
時

▽
会
場

11武
蔵
野
赤
十
字
病
院
武

蔵
野
救
護
倉
庫

(
J
R
中
央
線
武

蔵
境
駅
南
口
徒
歩

8
分）

，

▽
内
容

11高
齢
者
の
お
世
話
と
病

人
の
看
護
な
ど

．

▽
対
象
11
遅
刻
、
早
退
な
く
参
加

で
き
る
健
康
な
方

▽
定
員

11
25人

▽
申
込
み

11
3
月
1
日
画
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

薔
弓
、
講
習
会
名

(D17)
を
記

入
し
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支

部
普
及
課
家
庭
看
護
係
(
〒
169新

宿
区
大
久
保
ー
の
2
の
15603.

5
2
7
3
.
6
7
4
6
)

へ

科

耳

鼻

咽

喉

科

内

科

外

科

内

科

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に

休患テレホンセンター
（日野消防署 合 81-0119)へ問い合わせを。

19 

（月）
20
因

21
困

22
困

23
圏

24
出

外

科

内

科

眼

科

Ilヽ

児

科

内

科

（
夜
）
児
・
内
・
外
科

（

午

後

）

外

科

（
午
前
）
児
・
外
科

外

科

内

科

内

科

内

科

内

科
内

科

外

科

内

科
外

科

外

科

外

科
外

科

26 

（月）
27
肉

28
困

29
困

眼

科

泌

尿

器

科

内

科

耳

鼻

咽

喉

科

外

科
内

科
内

科
内

科

外

科

内

科

外 外

科｝科

室”L 
“II-11111l鴫 I暉血1--、

2月17日(±)・ 18日（日）
24日(±)・ 25日（日）

午後 7時30分-10時30分

内科・小児科

日野本町 1-7-2生活・イ呆億セ ンター分室

ff84-1661 

2月18日（日）・25日（日）

午前10時～午後 5時
（受付は午前 9時～午後 4時）

八王子市平岡町18---;3八王子市保健セ ンター
ff0426-25-9128, 

多摩市関戸 4-19-5多摩市立鍵康セ ンター
ff0423-76-9I I 1 
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市役所
代表電話 雪 85-1111

▲市民自治のセンター、市庁舎

平
成
7
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
「
第
3
次
日
野
市

基
本
構
想
」
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本
構
想
は
、
先
に
原

案
を
広
報
紙
（
筍
年
7
月
15日
号
）
等
で
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
意
見
•
こ
要
望
を
も
と
に
再
検

討
し
、
市

議
会
で
の
審
議
を
経
て
議
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。
め
ざ
す
都
市
像

は
、
第
2
次
の
基
本
構
想
を
引
き
継
ぎ
「
緑
と
文
化
の
市
民
都
市
」
。

こ
の
基
本
構
想
を
も
と
に
多
様
化
、
高
度
化
す
る
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
総
合
的
・
計
画
的
に
鹿
策
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
広
報

今
号
で
は
、
そ
の
基
本
構
想
の
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。
（
企
画
課
）

，
 

•
-g. 

第

1
節

第

1
節

第

3
次
基
本
構
想
策
定
の
背
景

東
京
の
南
西
部
に
位
鷹
す
る
日

野
市
は
、
戦
後
の
日
本
経
済
の
拡

大
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
発

展
し
、
政
治
・
経
済
の
東
京
へ
の

一
極
集
中
と
も
相
ま
っ
て
、
人
口

16万
3
千
人
を
超
え
る
都
市
へ
と

発
展
し
ま
し
た
。
戦
前
の
農
村
の

面
影
か
ら
、
戦
中
・
戦
後
は
工
業

都
市
へ
と
変
貌
し
、
今
、
首
都
圏

近
郊
の
住
宅
都
市
と
し
て
成
熟
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
や

下
水
道
事
業
の
進
捗
に
よ
る
都
市

基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
、
刻
々
と

ま
ち
並
み
が
変
わ
る
中
、
福
祉
事

業
や
水
と
緑
の
保
全
な
ど
環
境
面

に
も
多
く
の
施
策
を
注
い
で
い
ま

す。
1
9
8
0年
代
の
低
経
済
成
長

を
経
験
し
た
我
が
国
は
、
経
済
構

造
を
大
幅
に
転
換
さ
せ
、
今
や
世

界
経
済
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ

ま
で
に
発
展
し
ま
し
た
。

国
内
的
に
は
経
済
の
ソ
フ
ト
化

が
進
み
、
第
3
次
産
業
の
割
合
が

拡
大
す
る
な
ど
、
産
業
構
造
や
社

会
構
造
を
含
め
、
我
が
国
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

八
高
齢
化
社
会
の
進
展
＞

医
学
の
発
達
や
社
会
保
障
制
度

の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
平
均
寿
命

が
延
び
る
一
方
、
出
生
率
の
低
下

な
ど
も
あ
り
、
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
の
ス
ピ
ー
ド
は
ま
す
ま
す
加

速
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
や
医
療
•
福
祉
対
策
、
生
涯

学
習
対
策
な
ど
長
寿
社
会
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
広
い
分
野
に
お

け
る
新
た
な
施
策
の
展
開
が
必
要

で
す
。

八
地
球
規
模
の
環
境
行
政
＞

従
来
の
公
害
問
題
は
、
産
業
政

策
な
ど
の
社
会
の
仕
組
み
に
よ
る

も
の
の
影
響
が
大
で
し
た
が
、
現

在
の
環
境
問
題
は
、
市
民
生
活
に

も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
球
規
模
の
環
境
問
題
と
い
え

ど
も
、
市
民
の
日
常
湮
費
生
活
の

影
響
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
生
活
の
仕
方
（
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
）
も
、
大
量
消
費
や
使
い
捨

て
の
生
活
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

資
源
の
有
効
活
用
な
ど
を
行
う
、

地
球
に
や
さ
し
い
生
活
へ
の
転
換

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
み
•
生
活
排
水
の
問
題
か
ら

用
水
路
や
緑
地
の
保
全
と
い
っ
た

問
題
ま
で
、
幅
広
い
環
境
保
全
の

た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
の
、
地
域
に
密
羞
し
た

視
点
か
ら
の
取
組
が
必
要
で
す
。

八
国
際
化
社
会
の
進
展
＞

余
暇
を
利
用
し
た
海
外
渡
航
な

ど
に
よ
り
、
市
民
の
間
に
外
国
と

ふ
れ
あ
う
機
会
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
の
我
が
国

で
の
就
労
の
機
会
が
増
え
て
い
る

中
で
、
市
内
に
い
て
も
、
外
国
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
状

況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
外
国
人
が
、
安
心
し

日
野
市
の
め
さ
す
都
市
像
と
そ

れ
を
支
え
る
三
つ
の
要
素
を
次
の

よ
う
に
設
定
し
ま
す
。

八
都
市
像
＞

『
緑
と
文
化
の
市
民
都
市
』

八
三
つ
の
要
素
＞

「
緑
と
清
流
と
太
陽
の
都
市
」

「
文
化
と
う
る
お
い
の
都
市
」

「人
間
尊
重
、
自
治
、
参
加
、
連

帯
の
都
市
」

こ
れ
ら
は
第
2
次
基
本
構
想
の

「
都
市
像
と
―
二
つ
の
要
素
」
を
受

け
継
ぐ
も
の
で
す
が
、
そ
の
背
景

に
は
、
人
口
は
引
き
続
き
安
定
し

て
い
る
も
の
の
、
地
価
の
高
騰
を

背
景
と
し
た
バ
ブ
ル
経
済
の
破
た

ん
が
、
我
が
国
の
経
済
的
・
社
会

的
環
境
を
大
き
く
左
右
し
、
市
民

＼
 

当
市
は
、

1
9
7
1年
（
昭
和

46年）

7
月
に
第
1
次
基
本
構
想

を、

1
9
8
2年
（
昭
和
57年）

12月
に
第
2
次
基
本
構
想
（
目
標

年
次

l
9
9
3
年
八
平
成

5

年
＞）

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
第
2
次
基
本
構
想
を
終
了

し
、
第
3
次
基
本
構
想
を
新
た
に

策
定
す
る
も
の
で
す
。

日
野
市
の
都
市
像
と
三
つ
の
要
素

生
活
も
大
き
な
転
換
期
に
立
た
さ

れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
要
因
に
よ
る
環

境
問
題
は
、
高
度
な
経
済
活
動
か

ら
市
民
の
日
常
の
生
活
ま
で
も
が

そ
の
原
因
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す。
そ
の
中
で
、
市
民
生
活
も
、
従

来
の
利
便
性
の
も
と
に
お
け
る
大

量
消
費
や
使
い
捨
て
の
生
活
か

ら
、
省
資
涼
や
リ
サ
イ
ク
ル
ヘ
、

疎
外
か
ら
共
生
・
連
帯
へ
と
、
人

間
本
来
の
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を

求
め
る
生
活
に
ス
タ
イ
ル
を
転
換

し
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
基
本
構
想
で
は
、
超
高
齢

社
会
を
迎
え
よ
う
と
す
る
21世
紀

初
頭
を
展
望
し
、
環
境
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
的
状
況
の
変
化

を
地
球
規
模
の
視
野
で
考
え
、
現

実
の
課
題
を
正
し
く
見
す
え
な
が

ら
、
当
市
の
将
来
像
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

第
2
次
基
本
構
想
で
設
定
さ
れ
た

都
市
像
を
、
新
た
な
観
点
か
ら
と

ら
え
引
き
継
ぐ
も
の
で
す
。

＾
都
市
像
を
支
え
る三

つ
の
要
素
＞

第
1
に
「
緑
と
清
流
と
太
陽
の
都

市
」
…
緑
及
び
清
流
と
は
、
植
物
や

動
物
な
ど
の
成
育
環
境
と
し
て
の

自
然
を
示
す
と
同
時
に
、
安
全
で

快
適
な
生
活
環
境
を
保
全
し
、
都

市
の
景
観
を
つ
く
る
上
で
重
要
な

要
素
を
持
つ
自
然
を
も
表
し
、
ま

た
、
人
間
の
精
神
や
風
土
の
源
で

あ
り
、
文
化
の
基
盤
と
し
て
の
自

然
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。

第

2
節

て
生
活
で
き
、
市
民
と
の
交
流
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
な
新
た
な
施
策

の
展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。当

市
で
も
姉
妹
都
市
と
の
友
好

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
外
国
と
の

交
流
が
ま
す
ま
す
増
え
る
中
で
、

先
進
国
と
し
て
の
国
際
貢
献
と
、

人
権
や
平
和
を
尊
重
し
た
国
際
交

流
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
＞

先
端
技
術
の

―
つ
で
あ
る
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
発
達
に
よ
り
、

「
情
報
」
が
商
品
と
し
て
扱
わ
れ

る
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
I
S

D
N
（
デ
ジ
タ
ル
総
合
サ
ー
ビ

ス）、

C
A
T
V
（
有
線
テ
レ
ビ
）
、

衛
星
放
送
な
ど
の
「
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
」
は
、
産
業
の
分
野
だ
け
で

な
く
、
一
般
の
家
庭
生
活
に
も
大

き
く
か
か
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

高
度
な
情
報
伝
達
技
術
を
市
民

生
活
の
向
上
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配

慮
し
、
必
要
な
時
に
適
切
な
情
袈

を
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発

が
課
題
で
す
。

基
本
構
想
の
目
的

第
1
次
基
本
構
想
で
は
、
当
市

の
め
ざ
す
都
市
像
と
し
て
「
く
ら

し
を
守
る
住
宅
都
市
」
「
連
帯
す
る

市
民
の
都
市
」
の
二
つ
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。

第
2
次
基
本
構
想
は
、

1
9
8

0
年
（
昭
和
55年
）
以
降
の
人
口

増
加
率
の
鈍
化
、
さ
ら
に
は
経
済

成
長
率
の
低
下
に
象
徴
さ
れ
る
我

今
回
の
基
本
構
想
は
、
基
本
計

画
と
合
わ
せ
て
総
合
計
画
と
し
て

策
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
目
標

年
次
と
そ
の
想
定
人
口
を
次
の
よ

ま
た
、
太
陽
は
、
す
べ
て
の
人

々
に
「
光
」
を
平
等
に
与
え
、
健

全
な
人
間
生
活
、
人
間
社
会
を
築

い
て
い
く
根
源
で
す
。

当
市
に
は
、
多
摩
丘
陵
や
多
摩

川
・
浅
川
な
ど
の
貴
重
な
自
然
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

個
性
の
あ
る
都
市
を
形
成
す
る
と

同
時
に
、
市
民
生
活
に
安
ら
ぎ
と

う
る
お
い
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

第
2
に
「
文
化
と
う
る
お
い
の
都

市
」
…
文
化
と
は
、
人
々
の
人
間
ら

し
い
あ
り
方
を
さ
し
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
や
人
間
ら
し
さ
の
あ
る

生
活
を
め
さ
す
市
民
の
意
識
づ
く

り
や
行
動
が
、
個
人
的
に
も
社
会

的
に
も
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
市
民
の
生
き
方

に
対
し
、
行
政
が
一
定
の
役
割
を

担
い
、
支
援
す
る
こ
と
が
、
健
康
で

生
き
が
い
と
活
力
の
あ
る
福
祉
の

ま
ち
を
創
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第

3
節

が
国
の
経
済
的
・
社
会
的
状
況
の

変
化
を
受
け
て
、
市
民
の
生
活
意

識
の
変
化
や
定
住
志
向
の
高
ま
り

な
ど
が
あ
り
、
新
し
い
理
念
の
も

と
に
、
当
市
の
め
ざ
す
都
市
像
を

『緑
と
文
化
の
市
民
都
市
』
と
し

ま
し
た
。
こ
の
都
市
像
は
、
「
緑
と

清
流
と
太
陽
の
都
市
」
「
文
化
と
う

る
お
い
の
都
市
」
「
人
間
尊
重
、
自

治
、
参
加
、
連
帯
の
都
市
」
の
―
―
―

つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
体
に
お
け
る
総
合
的
な
施

策
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け

る
産
業
政
策
優
先
か
ら
市
民
生
活

重
視
の
政
策
に
転
換
し
て
き
ま
し

た
。
当
市
で
も
、
定
住
志
向
の
高

ま
り
の
中
で
、
産
業
活
動
と
調
和

し
た
生
活
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を

め
さ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
福
祉
・
環
境

問
題
、
防
災
対
策
あ
る
い
は
経
済

不
況
な
ど
様
々
な
問
題
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
生
活
を

支
え
向
上
さ
せ
る
視
点
の
、
総
合

的
な
施
策
の
展
開
が
強
く
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

第
3
次
基
本
構
想
は
、

21世
紀

初
頭
に
向
け
、
目
標
と
す
べ
き
将

来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
施
策
の
大
網
を
示
す
も
の
で
す

が
、
第
2
次
基
本
構
想
で
設
定
さ

れ
た
都
市
像
の
理
念
は
、
当
市
を

取
り
巻
く
状
況
の
中
で
ま
す
ま
す

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

第
3
次
基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
こ
の
都
市
像
の
理
念
を

引
き
継
ぎ
、
総
合
的
な
展
開
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

目
標
年
次
と
想
定
人
口

う
に
設
定
し
ま
す
。

目
標
年
次
…
2
0
0
3年
（
平

成

15年）
想
定
人
口
…
17118万
人

ま
た
、
当
市
に
は
、
高
幡
不
動

尊
を
は
じ
め
と
す
る
関
東
の
名
刹

が
あ
り
、
歴
史
的
な
ま
ち
で
も
あ

り
ま
す
。
古
来
か
ら
の
歴
史
的
な

文
化
と
、
新
た
な
時
代
が
創
り
上

げ
る
文
化
と
が
調
和
す
る
ま
ち

は
、
市
民
の
心
に
ゆ
と
り
と
う
る

お
い
を
持
た
せ
、
文
化
の
大
切
さ

を
伝
え
ま
す
。

・

こ
れ
ら
の
文
化
を
亨
受
し
、
充

実
し
た
市
民
生
活
を
お
く
る
た
め

に
は
、
生
涯
学
習
体
制
を
充
実
さ

せ
、
生
き
が
い
の
あ
る
心
豊
か
な

生
活
を
創
造
す
る
都
市
を
築
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

第
3
に
「
人
間
尊
重
、
自
治
、
参
加
、

連
帯
の
都
市
」
…
緑
と
清
流
に
親

し
み
、
市
民
文
化
を
築
く
た
め
に

は
、
多
様
な
価
直
観
を
持
つ
一
人

一
人
の
人
間
性
を
大
切
に
し
、
協

調
し
合
っ
て
、
社
会
生
活
を
自
主

的
に
営
む
た
め
の
市
民
自
治
が
保

障
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

八
5
面
に
続
く
＞
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『
緑
と
文
化
の
市
民
都
市
』
を

実
現
し
て
い
く
た
め
の
施
策
は
、

次
の
5
本
の
柱
（
計
画
）
を
基
調

と
し
て
展
開
さ
れ
ま
す
。

第
1
の
柱
「
生
き
る
喜
び
を
創
り

第

1
節
「
生
き
る
喜
び
を
創
り
出
す
健

康
と
福
祉
の
ま
ち
L

（
保
健
福
祉
計
画
）

社
会
福
祉
の
基
本
は
、
す
べ
て

の
市
民
が
家
族
と
共
に
地
域
の
一

異
と
し
て
、
健
康
で
文
化
的
な
生

活
が
営
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。地

域
に
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
、

障
害
者
や
健
常
者
、
療
養
中
の
人

や
社
会
復
帰
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
る
人
、

社
会
的
に
立
場
が
弱
い
人
な
ど
様

々
な
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
や
置
か
れ
た
立
場

を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る
た
め

に
、
行
政
、
関
係
団
体
、
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
、
健
康
で
活
力
あ

ふ
れ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

ー
、
人
権
を
保
障
す
る
地
域
福
祉

を
め
ざ
し
て

急
激
な
都
市
化
や
人
口
の
増

加
、
核
家
族
化
を
経
て
、
さ
ら
に
社

会
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
は
市

民
生
活
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
社
会
的
な
援
助
を
必
要

と
す
る
人
、
利
便
性
や
経
済
性
を

優
先
し
た
都
市
空
間
に
対
応
で
き

な
い
人
な
ど
、
社
会
的
に
要
い
人

た
ち
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
新
た
な
福
祉
需
要
に

応
じ
た
施
策
を
計
画
的
に
展
開
す

る
と
と
も
に
、
保
健
・
医
療
な
ど

の
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
有
機
的

に
結
び
つ
け
、
総
合
的
、
包
括
的

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
を
整
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
や
高
齢
者
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
人
た
ち
が
共
に
生
活
し

て
い
る
社
会
が
正
常
な
社
会
で
あ

る
と
い
う
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
ま
ち
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

2
、
社
会
的
に
弱
い
人
々
の
生
活

と
権
利
の
確
立
を
め
ざ
し
て

す
べ
て
の
高
齢
者
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活

で
き
、
そ
の
経
験
や
知
恵
を
活
か

し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
け
る
よ
う
な
施
策
の
展
開
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
に
つ
い
て
は
、
社

会
を
構
成
す
る
一
曇
で
あ
り
、
人

と
し
て
尊
ば
れ
、
心
身
共
に
健
や

か
に
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
心
身
に
障
害
を
持
つ

人
々
を
は
じ
め
、
社
会
的
に
弱
い

立
場
に
置
か
れ
た
人
々
が
、
自
ら

の
権
利
と
し
て
「
参
加
と
平
等
」

の
理
念
に
基
づ
き
生
活
で
き
る
社

会
を
め
さ
し
ま
す
。

福
祉
は
、
本
来
人
間
が
幸
せ
に

生
活
で
き
る
状
態
を
意
味
す
る
こ
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＇
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4

と
か
ら
、
市
民
一
人
一
人
が
自
ら

の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
取
組

は
、
市
民
の
生
活
と
人
権
を
守
る

活
動
へ
の
参
加
を
も
た
ら
す
結

果
、
多
く
の
市
民
に
対
す
る
福
祉

の
啓
発
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

持
ち
ま
す
。

3
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

保
健
・
医
療
を
め
ざ
し
て

人
々
は
、
だ
れ
も
が
生
涯
を
通

し
て
心
身
共
に
健
康
で
い
き
い
き

と
暮
ら
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま

す
。
社
会
の
発
展
に
伴
う
生
活
環

第

2
節
「
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
教

育
と
文
化
の
ま
ち
」
（
教
育
文
化
計
画
）

古
来
か
ら
の
文
化
を
継
承
し
、

自
ら
文
化
を
築
い
て
い
く
た
め
の

教
育
環
境
を
つ
く
り
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
習
を
進
め
て
自
己
実
現

を
図
れ
る
よ
う
な
、
生
涯
学
習
体

系
の
確
止
し
た
地
域
社
会
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の

持
つ
教
育
的
特
性
を
活
か
し
、
教

育
力
の
向
上
を
図
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

ー
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
の
び
や

か
に
育
つ
幼
児
教
育
を
め
ざ
し
て

幼
児
期
に
お
け
る
豊
か
な
感
性

の
形
成
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域

の
教
育
環
境
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

第

2
節

都
市
鍛
の
実
現
を
め
ざ
す

5
本
の
柱

市
民
一
人
一
人
の
主
体
的
な
行

動
の
積
み
重
ね
が
、
日
野
市
民
が

第
3
の
柱
「
自
然
と
調
和
す
る
安

全
・
快
適
な
ま
ち
」
（
地
域
環
塙
計

画）第
4
の
柱
「
活
気
あ
る
産
業
と
豊

か
な
生
活
の
ま
ち
」
（
地
城
産
業
活

出
す
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
」
（
保
健
性
化
計
画
）

福

祉

計

画

）

第

5
の
柱
「
参
加
と
連
帯
で
つ
く

第
2
の
柱
「
豊
か
な
人
間
性
を
育
る
市
民
自
治
の
ま
ち
」
（
コ
ミ
ュ
ニ

て
る
教
育
と
文
化
の
ま
ち
」
（
教
育

J

テ
ィ
計
画
）

文
化
計
画
）

共
通
の
目
標
と
す
る
「
市
民
都
市
」

を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

E-

境
の
変
化
は
、
疾
病
構
造
に
も
大
療
体
制
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

い
え
ず
、
そ
の
整
備
強
化
は
、
大

が
ん
、
心
臓
疾
患
を
中
心
と
す
る
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

成
人
病
が
死
亡
原
因
の
大
半
を
占
域
保
健
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い

め
る
よ
う
に
な
り
、
保
健
・
医
療
の
て
は
国
や
都
の
施
策
に
負
う
と
こ

需
要
も
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
ろ
が
大
き
い
た
め
、
そ
の
改
善
強

市
民
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
化
の
働
き
か
け
を
強
め
て
い
く
と

わ
せ
、
出
生
か
ら
老
後
ま
で
の
生
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
や
関

涯
保
健
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
係
団
体
と
も
連
携
を
図
り
、
保
健

必
要
で
す
。

・
医
療
施
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

当
市
や
問
辺
市
の
地
域
保
健
医

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
幼
児
の
た

め
に
、
そ
の
個
性
の
尊
重
と
健
全

な
育
成
が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
そ
れ
を
保
障
す
る
幼
児
教
育

を
進
め
ま
す
。

2
、
す
こ
や
か
な
発
達
と
明
日
を

ひ
ら
く
小
・
中
学
校
教
育
を
め
ざ

し
て本

来
、
地
域
は
子
供
の
遊
び
場

で
し
た
。
自
由
な
創
造
性
が
発
揮

で
き
る
よ
う
な
地
域
を
つ
く
る
た

め
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
安
全
で
豊

か
な
子
供
の
生
活
空
間
の
確
保
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
学
校
週
5
日
制
や
生
活

科
の
新
設
な
ど
が
さ
れ
、
体
験
学

習
の
重
視
や
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

め
ざ
し
た
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に

お
い
て
小
・
中
学
校
教
育
は
重
要

な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
豊
か
な
発
達
を
め
さ
し

た
施
策
の
展
開
を
関
係
機
関
等
と

共
に
進
め
ま
す
。

3
、
地
域
の
教
育
文
化
を
高
め
豊

か
な
人
問
形
成
を
め
ざ
し
て

地
域
の
教
育
文
化
を
高
め
、
市

民
自
ら
の
手
で
文
化
を
創
造
す
る

こ
と
は
、
豊
か
な
人
間
形
成
を
図

る
上
か
ら
も
極
め
て
大
切
で
す
。

今
ま
で
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
、
優

れ
た
文
化
に
接
す
る
機
会
や
場
を

つ
く
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
新
た

な
文
化
を
築
き
、
そ
の
保
護
と
継

し--
▲安心して住み続けられるまちに （浅川苑のリハビリ風景）
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，
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承
、
伝
承
を
市
民
と
共
に
進
め
ま

す
。ま

た
、
当
市
に
お
け
る
生
涯
学

習
体
系
を
確
立
し
、
社
会
教
育
を

充
実
発
展
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

4
、
身
近
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
で

都
市
の
市
民
に
と
っ
て
、
緑
や

水
な
ど
の
自
然
環
境
が
身
近
に
あ

り
、
そ
こ
か
ら
、
ゆ
と
り
や
う
る

お
い
と
い
っ
た
、
精
神
的
な
安
ら

ぎ
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。当

市
は
、
都
心
か
ら
約
35キロ
2
い

の
圏
域
に
あ
り
、
多
摩
丘
陵
の
緑

や
多
摩
川
・
浅
川
の
流
れ
な
ど
の

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
交
通
の
便
や
良
好
な
居
住

環
境
に
よ
り
、

1
9
6
0年
代
以

降
急
激
に
都
市
化
が
進
み
、
水
や

緑
、
農
地
と
い
っ
た
当
市
の
原
風

景
を
形
成
す
る
自
然
も
、
徐
々
に

そ
の
姿
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
、
自
然
の
生
態
系
と
調
和
し

た
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

ー
、
水
と
親
し
み
、
緑
あ
ふ
れ
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て

当
市
に
は
、
多
摩
川
・
浅
川
を

は
じ
め
、
多
く
の
河
川
や
水
路
な

ど
が
地
域
を
流
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
水
辺
空
間
を
活
か
す
た
め

に
、
良
好
な
環
境
の
保
全
や
、
生

態
系
に
配
慮
し
な
が
ら
人
と
自
然

と
が
ふ
れ
あ
え
る
場
を
創
出
す
る

な
ど
、
身
近
な
水
辺
環
塙
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
公
園
緑
地
は
、
環
境
を

守
り
都
市
景
観
の
一
部
を
形
成
す

る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
市
内
に
は
、
多
摩
丘
陵

・
日
野
緑
地
な
ど
、
各
地
に
貴
重

な
自
然
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
保

全
の
た
め
の
制
度
の
充
実
や
緑
化

は
、
心
身
の
疲
労
を
い
や
し
、
明

日
へ
の
活
力
を
た
く
わ
え
る
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能

が
、
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
と

も
に
、
当
市
の
特
性
を
活
か
し
た

河
川
敷
や
丘
陵
地
で
の
散
策
な

ど
、
自
然
環
境
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
す
る
整
備
を
進
め
ま
す
。

の
推
進
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
水
辺
と
公
園
緑
地
を

一
体
と
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

重
視
し
保
全
す
る
た
め
に
は
、
市

民
が
水
辺
や
公
園
緑
地
等
の
維
持

管
理
に
自
主
的
に
参
加
す
る
シ
ス

テ
ム
を
検
酎
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。

2
、
地
域
性
を
活
か
し
調
和
の
と

れ
た
土
地
利
用
計
画
を
め
ざ
し
て

自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

計
画
的
な
土
地
利
用
の
規
制
と
誘

導
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
域
は
、
そ
の
地
形
、
土
地
刹

用
の
状
況
か
ら
大
き
く
―
二
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
摩
川
・
浅
川
沿
い
の
低
地
地

域
は
、
現
在
、
土
地
区
画
整
理
事

業
が
重
点
的
に
進
め
ら
れ
て
お

り
、
当
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
中
心
と
な
る
地
域
で
す
。
生
活

関
連
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
、

緑
あ
ふ
れ
る
快
適
な
居
住
環
境
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

西
北
部
の
日
野
台
地
地
域
は
、

大
規
模
な
工
場
や
平
山
台
工
業
団

地
な
ど
を
中
心
と
す
る
工
業
系
の

土
地
利
用
と
、
そ
れ
ら
の
問
辺
に

か
つ
て
の
高
度
経
済
成
長
期
に

は
、
工
業
の
導
入
に
よ
り
地
域
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
地
域
産
業

お
け
る
住
宅
系
の
土
地
利
用
か
ら

な
る
地
域
で
す
。
住
工
の
調
和
を

図
り
つ
つ
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

南
部
の
丘
陵
地
域
は
、
市
内
で

も
最
も
多
く
緑
が
残
さ
れ
て
い
る

地
域
で
あ
り
、
多
摩
動
物
公
園
な

ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や

大
学
が
存
在
し
、
大
小
の
庄
宅
団

地
な
ど
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
地
域

で
す
。
こ
の
緑
地
の
保
全
に
努
め

る
と
と
も
に
、
良
好
な
住
宅
環
境

を
維
持
し
つ
つ
、
市
民
の
み
な
ら

ず
、
都
民
全
体
の
憩
い
の
場
と
な

る
よ
う
な
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
日
野
駅
、
豊
田
駅
及
び

高
幡
不
動
駅
は
、
当
市
の
三
大
タ

ー
ミ
ナ
ル
と
も
い
う
べ
き
性
格
を

持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
駅

周
辺
は
、
市
民
の
生
活
軸
の
中
心

に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
を
持
っ

た
地
区
と
し
て
整
備
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

3
、
住
み
よ
い
ま
ち
へ
の
基
盤
づ

く
り
を
め
ざ
し
て

道
路
は
、
歩
行
者
や
自
動
車
の

た
め
の
交
通
空
間
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
上
下
水
道
を
は
じ
め
と

す
る
供
給
・
処
理
施
設
等
の
設
置

場
所
、
災
害
時
の
避
難
空
間
、
緑

化
に
よ
る
都
市
景
観
形
成
の
場
と

し
て
も
、
都
市
基
盤
づ
く
り
の
上

で
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

広
域
的
役
割
を
持
つ
幹
線
道
路

に
つ
い
て
は
、
国
や
都
に
対
し
、

環
境
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
早
期

に
整
備
を
進
め
る
よ
う
に
要
請
し

て
い
き
ま
す
。
市
域
内
を
結
ぶ
生

活
道
路
に
つ
い
て
も
、
利
便
性
、

安
全
性
、
防
災
機
能
な
ど
に
配
慮

し
つ
つ
整
備
改
良
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等

の
面
的
な
開
発
は
、
画
一
的
な
計

第

4
節
「
活
気
あ
る
産
業
と
豊
か
な
生

活
の
ま
ち
L

（
地
域
産
業
活
性
化
計
画
）

政
策
の
重
要
な
一
環
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
、
都
市
が
成
熟

す
る
に
つ
れ
て
、
生
活
環
境
の
整

第

3
節
「
自
然
と
調
和
す
る
安
全
・

快
適
な
ま
ち
L

（
地
域
環
境
計
画
）

ヽ
ー

.
'
,

1

ー
ヽ
'
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1
,
•

↓
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画
で
は
な
く
、
地
域
の
環
境
を
十

分
に
考
慮
し
、
地
形
に
あ
っ
た
自

然
に
や
さ
し
い
工
法
を
採
用
し
た

り
、
地
権
者
の
土
地
利
用
の
意
向

を
計
画
に
反
映
す
る
な
ど
の
弾
力

的
な
運
用
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道

路
や
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

と
整
合
さ
せ
な
が
ら
、
積
極
的
に

整
備
を
進
め
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
輸
送
力
の
強
化
や
施
設
の
整

備
等
に
よ
る
充
実
を
関
係
機
関
と

共
に
進
め
ま
す
。

4
、
災
害
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を

め
ざ
し
て

緊
急
的
な
災
害
時
に
対
し
、
市

民
一
人
一
人
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
日
こ
ろ
か
ら
防
災
意
識

を
高
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ

く
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、
近
隣
同
土
に

よ
る
防
災
体
制
は
、
災
害
時
の
初

動
体
制
と
し
て
有
効
な
組
織
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
や
計
画
は
、
行
政

と
市
民
と
が
一
体
と
な
っ
て
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
丘
陵
地
の

無
秩
序
な
宅
地
化
や
開
発
を
防

止
し
、
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
、

快
適
な
庄
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
、
市
民
と
共
に
、
災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

5
、
公
害
の
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
型

の
快
適
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

住
宅
都
市
と
し
て
の
当
市
で

は
、
公
害
の
な
い
健
全
な
生
活
が

保
障
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
こ
み
に
つ
い
て
は
、
市
民
、

行
政
、
事
業
者
の
不
断
の
努
力
に

よ
っ
て
、
限
り
な
く
再
資
源
化
・

減
量
化
を
図
り
、
環
境
の
保
全
を

基
本
に
す
え
た
資
源
循
環
型
の
ま

ち
づ
く
り
を
め
さ
し
ま
す
。

備
が
優
先
的
な
施
策
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
今
の
経
済
の
停
滞

と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
育
成
と

振
興
が
地
域
の
活
性
化
の
大
き
な

八
6
面
に
続
く
＞
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課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
小
企

業
は
、
大
企
業
と
は
異
な
り
、
各

業
種
が
地
域
性
を
持
っ
て
お
り
、

よ
り
市
民
生
活
と
密
着
し
た
形
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
育
成
を
図
る
た
め
に
は
、

地
域
を
媒
体
と
し
て
、
異
業
種
間

の
交
流
と
連
携
を
深
め
、
相
互
の

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
な
振
興
策

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ー
、
市
民
の
豊
か
な
食
生
活
と
快

適
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

都
市
に
お
け
る
農
業
の
役
割

は
、
生
産
機
能
だ
け
で
な
く
、
環

境
を
維
持
す
る
機
能
、
安
全
で
新

鮮
な
食
生
活
を
保
障
す
る
生
活
文

化
機
能
、
子
供
の
農
業
体
験
な
ど

の
教
育
的
機
能
な
ど
多
様
な
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機

能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
農
家
の
生
活
を

安
定
さ
せ
て
、
魅
力
あ
る
産
業
と

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
住

民
と
共
に
、
農
業
を
育
て
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

2
、
地
域
の
活
性
と
市
民
生
活
に

ね
ざ
し
た
商
工
業
・
観
光
を
育
て

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

当
市
は
、
戦
前
か
ら
大
企
業
が

進
出
し
た
ま
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
を
支
え
る
関
連
の
小
規
模

な
企
業
も
多
く
、
そ
れ
ら
は
経
済

動
向
の
変
化
に
よ
る
経
営
へ
の
影

1
「
生
き
る
喜
び
を
創
り
出
す
健
康

と
福
祉
の
ま
ち
L

（
保
健
福
祉
計
画
）

ー
、
人
権
を
保
障
す
る
地
域
福
祉

◎
児
童
蓑
育
家
庭
（
ひ
と
り
親
家

を

め

ざ

し

て

庭

等

）

の

支

援

◎
地
域
福
祉
の
推
進

◎
社
会
保
障
の
充
実

2
、
社
会
的
に
弱
い
人
々
の
生
活

と
権
利
の
確
立
を
め
ざ
し
て

◎
老
人
福
祉
の
充
実

◎
児
童
福
祉
の
充
実

◎
障
害
者
（
児
）
福
祉
の
充
実

◎
低
所
得
者
福
祉
の
充
実

ー
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
の
び
や

か
に
育
つ
幼
児
教
育
を
め
ざ
し
て

◎
幼
稚
園
の
充
実

◎
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
幼
児
の

•‘,~." 
f
、`皇
、
’a.'
）
,
1

響
が
大
き
い
た
め
、
経
営
基
盤
を

確
立
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
経
営
の
近

代
化
、
協
同
化
及
び
協
業
化
等
を

検
討
し
、
地
場
産
業
と
し
て
の
振

興
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
企
業
が
地
域
と
の
結
ぴ

つ
き
を
強
め
、
市
民
や
行
政
と
共

に
地
域
を
構
成
す
る
一
晨
と
し

て
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む

こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
住
宅
都
市

と
い
う
性
格
を
活
か
し
、
地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
と
結
び
つ
い
た
個
性

の
あ
る
睦
店
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
高
幡
不
動
尊
な
ど
の
観

光
と
結
び
つ
い
た
商
業
や
多
摩
動

物
公
園
な
ど
の
来
訪
者
と
結
び
つ

い
た
商
業
の
振
興
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

3
、
勤
労
者
と
生
活
者
の
権
利
の

確
立
を
め
ざ
し
て

市
内
の
事
業
所
に
働
く
勤
労
者

は
、
当
市
の
経
済
を
根
底
で
支
え

て
い
る
人
た
ち
で
す
。
ま
た
、
地

域
内
で
の
魅
力
あ
る
就
労
の
場

は
、
若
年
層
を
定
着
さ
せ
活
性
化

の
原
動
力
と
な
る
も
の
で
す
。
勤

労
者
の
就
労
環
境
の
整
備
は
、
直

接
的
に
は
雇
用
者
の
課
題
で
す

が
、
行
政
と
し
て
も
、
勤
労
者
福

祉
と
し
て
の
位
置
付
け
か
ら
、
そ

の
施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

lj, 
！ 
， 
I 

近
年
、
市
民
は
、
経
済
成
長
の

成
果
に
く
ら
べ
、
暮
ら
し
に
ゆ
と

り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
、
経
済
成
長
の
成
果
を

生
活
の
豊
か
さ
に
結
び
つ
け
る
方

策
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
背
景
に
、
「
生
活
の
場
」
を
重
視

し
て
、
自
覚
的
、
自
立
的
な
行
動

を
と
ろ
う
と
す
る
「
生
活
者
」
と
し

て
の
意
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

第

5
節
「
参
加
と
連
帯
で
つ
く
る
市
民

自
治
の
ま
ち
」
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
）

市
民
自
治
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、
市
民
が
自
ら
参
画
し
権
利
と

義
務
を
明
ら
か
に
し
、
自
ら
の
生

活
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
行
政
は
、
市
民
の
生
活
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
要
求
を
行
政
計

画
に
的
確
に
反
映
す
る
と
と
も

に
、
市
民
が
幅
広
く
活
動
で
き
る

よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
育
て
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
価
値
観
が
異
な
る
市
民

同
士
が
、
共
同
し
連
帯
し
て
い
く

た
め
に
は
、
お
互
い
の
共
通
認
識

を
高
め
、
住
民
間
の
合
意
形
成
の

場
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
民
同
士
が
豊
か
な
人
間
性
を
培

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
、
参
加
と
創
意
に

◎
市
民
の
た
め
の
住
宅
の
確
保

3
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

保
健
・
医
療
を
め
ざ
し
て

◎
保
健
衛
生
の
充
実

◎
地
域
医
療
体
制
の
充
実

2
「
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
教
育

と
文
化
の
ま
ち
L

（
教
育
文
化
計
画
）

環
境
整
備

2
、
す
こ
や
か
な
発
達
と
明
日
を

ひ
ら
く
小
・
中
学
校
敦
育
を
め
ざ

し
て

ー
、
水
と
親
し
み
、
緑
あ
ふ
れ
る

◎
水
辺
環
境
の
整
備

ま
ち
を
め
ざ
し
て

◎
清
流
の
保
全

3
「
自
然
と
調
和
す
る
安
全
・

快
適
な
ま
ち
L

（
地
域
景
境
計
画
）

涌
費
生
活
の
面
に
お
い
て
も
、

生
産
者
に
対
し
て
受
け
身
で
あ

る
、
単
な
る
「
消
費
者
」
と
し
て

で
は
な
く
、
「
生
活
者
」
と
し
て
行

動
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
消
費
生
活
の
基
盤
を

確
立
す
る
た
め
、
自
立
し
た
消
費

者
の
た
め
の
条
件
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
市
民
の
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ー
、
市
民
自
治
に
基
づ
く
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に

市
民
自
身
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
主
体
的
な
活
動
は
、
地
域
の

合
意
形
成
を
図
る
上
で
重
要
な
役

割
を
持
ち
ま
す
。
市
民
自
治
は
、

自
ら
の
地
域
に
お
け
る
生
活
を
主

体
的
、
自
主
的
に
営
む
こ
と
で
あ

り
、
行
政
は
そ
れ
を
支
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

2
、
民
主
的
・
効
率
的
な
市
政
の

運
営
を
め
ざ
し
て

情
親
が
は
ん
ら
ん
す
る
中
で
、

市
民
の
要
望
や
苦
情
に
的
確
に
こ

た
え
、
市
民
自
身
が
必
要
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確

立
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
ま
ち
つ
く
り
運

◎
教
育
環
境
の
整
備

◎
人
間
性
豊
か
な
児
童
•
生
徒
の

育
成

◎
学
校
保
健
の
充
実

◎
学
校
給
食
の
充
実

3
、
地
域
の
教
育
文
化
を
高
め
豊

か
な
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て

◎
生
活
文
化
施
設
の
整
備

◎
生
活
文
化
活
動
の
充
実

◎
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

動
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
行
政
計
画

に
的
確
に
反
映
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム

を
検
討
す
る
な
ど
、
民
主
的
で
開

か
れ
た
市
政
を
め
さ
し
ま
す
。

3
、
自
治
権
の
確
立
を
め
ざ
し
て

地
方
自
治
体
の
権
隕
の
強
化
や

財
源
の
確
保
な
ど
に
よ
り
、
市
民

自
治
を
育
て
確
立
す
る
た
め
に

は
、
地
方
分
権
の
推
進
や
財
源
の

委
譲
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
域

で
の
平
和
を
基
調
と
し
た
国
際
親

善
や
国
際
貢
献
が
、
今
後
ま
す
ま

す
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
関
す
る

法
体
系
の
整
備
も
必
要
で
す
。

自
治
体
の
独
自
の
施
策
に
対
し

て
、
地
方
の
自
主
性
、
自
立
性
を

発
揮
で
き
る
仕
組
み
や
財
政
的
援

助
を
、
国
や
都
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

◎
青
少
年
の
活
動
・
健
全
育
成
体

制
の
充
実

◎
生
涯
学
習
の
推
進

◎
郷
士
の
歴
史
と
文
化
を
守
り
育

て
る

4
、
身
近
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◎
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
基
盤
の
整
備

◎
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
充
実

◎
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り◎
緑
地
の
保
全
と
緑
化
の
推
進

◎
公
園
緑
地
の
整
備

2
、
地
域
性
を
活
か
し
調
和
の
と

れ
た
土
地
利
用
計
画
を
め
ざ
し
て

◎
土
地
利
用
計
画
と
地
区
別
計
画

の
推
進

3
、
住
み
よ
い
ま
ち
へ
の
基
盤
づ

く
り
を
め
ざ
し
て

◎
快
適
な
住
環
境
の
整
備

◎
都
市
基
盤
の
整
備

ー
、
市
民
の
豊
か
な
食
生
活
と
快

適
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

◎
農
業
の
振
興

2
、
地
域
の
活
性
と
市
民
生
活
に

ね
ざ
し
た
商
工
業
・
観
光
を
育
て

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

◎
魅
力
あ
る
商
業
の
振
興

◎
活
力
あ
る
工
業
の
振
興

5
「
参
加
と
連
帯
で
つ
く
る
市
民
自

治
の
ま
ち
L

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
）

ー
、
市
民
自
治
に
基
づ
く
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に

◎
市
民
の
自
治
と
参
加
の
推
進

◎
情
親
の
公
開
と
提
供

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

◎
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

◎
環
境
に
や
さ
し
い
市
民
生
活

2
、
民
主
的
・
効
率
的
な
市
政
の

運
営
を
め
ざ
し
て

◎
観
光
の
振
興

3
、
勁
労
者
と
生
活
者
の
権
利
の

確
立
を
め
ざ
し
て

◎
勤
労
者
の
生
活
を
豊
か
に

◎
安
心
で
き
る
生
活
環
境

◎
余
暇
を
活
用
し
て
豊
か
な
市
民

生
活

◎
効
率
的
な
組
織
づ
く
り

◎
計
画
的
、
近
代
的
な
行
政
運
営

◎
財
政
運
営
の
適
正
化

3
、
自
治
権
の
確
立
を
め
ざ
し
て

◎
自
治
権
の
拡
充

◎
非
核
平
和
の
自
治
と
国
際
親
善

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

（
原
文
掲
載
）

4
「
活
気
あ
る
産
業
と
豊
か
な
生
活

の
ま
ち
L

（
地
域
産
業
活
性
化
計
画
）

◎
上
下
水
道
の
整
備

◎
人
問
に
や
さ
し
い
道
路
の
整
備

◎
交
通
安
全
対
策

4
、
災
害
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を

め
ざ
し
て

◎
都
市
構
造
の
安
全
性
の
向
上

◎
防
災
対
策
の
充
実

5
、
公
害
の
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
型

の
快
適
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

◎
公
害
の
防
止

◎
廃
棄
物
の
適
正
処
理

▲住みよいまちの基盤づくり

（下水道管の敷設）

日本フィル
スプリングコンサート
3月8日（金午後7時

大 人 2,500円
高校生以下 1.000円

（全席指定）

誓九」 演奏会

3月24日（日）午後2時

2,000円 （全席自由）

春
の
児
童
館
ハ
イ
キ
ン
グ
「
リ

ー
ダ
ー
と
楽
し
く
す
こ
そ
う
」
を

3
月
9
日
出
に
行
い
ま
す
。

各
児
童
館
の
テ
ー
マ
・
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

杢
ひ
の
児
童
館

(
6
8
1
.
7
6
7

5
)
 

▽
テ
ー
マ
・
場
所
1
1

「
お
ち
ゃ
ら

け
隊
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
に
の

る」

／
黒
鐘
公
園
（
国
分
寺
市
）

〶
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館
(
6
8
3

.
4
3
4
6
)
 

▽
テ
ー
マ
・
場
所
1
1
「
わ
く
わ
く
ハ

ィ
キ
ン
グ
府
中
の
森
で
？
を
さ

が
せ
／
」

／
郷
土
の
森
（
府
中
市
）

〶
ひ
ら
や
ま
児
童
館
(
6
9
2
.
6

8
1
1
)
 

▽
テ
ー
マ
・
場
所
1
1

「
コ
ナ
ン
と

そ
の
仲
間
た
ち
不
思
議
の
森
へ

行
く
」

／
小
宮
公
園

（
八
王
子
市
）

〶
も
ぐ
さ
だ
い
児
童

館

(
6
9
1
.
7
0
0

1
)
 

▽
テ
ー
マ
・
場
所
1
1

「
わ
ん
ぱ
く
隊
チ
ャ

レ
ン
ジ

T
A
M
A

N
0
0の
謎
（な
ぞ
）

を
と
く
」

／
多
摩
動

物
公
園

H
リー`

曇

昨
年
の
12月
1
日
付
け
広
報
で

募
集
し
た
移
動
図
書
館
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
名
前
が
き
ま
り
ま
し
た
。

多
数
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

児
童
館
利
用
者
の
投
票
と
職
員
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
作
品
は
「
お
さ

る
d
e
号
」
（
左
図
）
。
描
い
て
く

i

れ
た
の
は
、
小
沢
綾
香
さ
ん
（
旭

が
丘
小

5
年
）
で
す
。

か
わ
い
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
つ
け
て
、
み
ん
な
の
所
へ
出
掛

け
る
の
も
、
も
う
す
ぐ
で
す
。
楽

し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

/
．
移
動
児
童
館
の

定決
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

| 3月9日 I

QR囮aa
≪̂匂ンク

〶
み
さ
わ
児
童
館
(
6
9
1
.
3
4

5
6
)
 

▽
テ
ー
マ
・
場
所
1
1

「
み
ん
な
と

一

も
だ
ち
広
場
で
あ
そ
ぽ
う
I
.
」

／
郷
土
の
森
（
府
中
市
）

以
上
、
各
館
と
も
▽
対
象
1
1
小

l
以
上
30人
（
先
着
順
）

※
事
前
に
子
供
向
け
の
説
明
会
が

あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
1
1
2
月
15日
困
か
ら
各

館
へ

cIJ 
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' ▲お友達と一緒に遊ぼうよ．／

遊び発見ランド

（昨年）

折り紙で遊ぼう遊べる折り紙・動く祈り紙

やさしく折れて楽しくかわいい折り紙。‘‘動かして

遊ぶ＂折り紙の素晴らしさを体験 。小学校低学年

向き 。

[>時間＝午前10時～正午

[>講師＝折紙探偵団団員

[>対象＝親子30人（小学生以上は子供のみも可）

[>持ち物＝折り紙

生
活
課
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
を
紹
介
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

0
6
9回
バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン
3
月

例
会
東
京
カ
ン
マ
ー
コ
レ
ー
ゲ

ン
ー
ウ
ィ
ー
ン
の
春
ー

▽
日
時
1
1
3月
16日
出
午
後
2
時

1
3時
30分

▽
会
場
11七
生
公
会
堂

▽
出
演
11小
森
文
子
・
三
木
希
生

子
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
、
恵
谷
真
紀
子

（
ビ
オ
ラ
）
、
藤
本
英
雄
（
チ
ェ

ロ
）、

田
中
洪
至
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

▽
曲
目
11喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」

序
曲
（
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

II
)、
「
四
季
」
よ
り

11

春
“
（
ビ
の
び
の
び
通
信
（
家
庭
教
育
遥

バ

ル

デ

ィ

）

ほ

か

信

講

座

）

の

ス

ク

ー

リ

ン

グ

を

次

▽
定
員
11
300人
の

と

お

り

行

い

ま

す

。

＠
第
48回
公
民
館
映
画
会
▽
日
時
・
会
場
・
内
容
・
講
師
II

▽
日
時
1
1
3月
23日
出
午
後
1
時
別
表
の
と
お
り

30
分

か

ら

▽

対

象

11
3
歳
以
上
の
幼
児
と
親

▽
会
場

11中
央

公

民

館

▽

定

員

11各
回
40組
（
先
着
順
）

親

子

で

わ

く

わ

く

の

遊

び

も

教

え

て

ね

。

直
0

国
戸

[
•
[
[
•
[
B
r
o

．
そ
の
他

11別
表
の
と
お
り

▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
み

11電
話
で
生
活
課

(
6

8
1
.
4
1
1
2
)

へ

込

ゥ

ン

3
月

10
日

生

活

・

保

健

セ

ン

タ

ー

と
一
緒
に
遊
び
の
楽
し
さ
を
発
見
こ
家
族
で
、
お
友
達
同
士
で
誘

す
る
「
遊
び
発
見
ラ
ン
ド
」
を
開
い
合
っ
て
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

催
し
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
な
た
の
と
っ
て
お
き

講座 日 程 表

日野の地形と地質
日野の地形の特長を把握するための
野外見学

日野台地のおいたちと関東
ローム層
地形図を用いた作業や関東ロ ーム層
に含まれる鉱物の観察

都立富士高校
教諭

金井克明氏

多摩丘陵の地下を探る

八王子市長沼から日野市平山までの
野外見学

地下の水をたどる
日野の地下水の現状及び今後の保全
について考える野外見学

都立狛江高校
教諭

向山崇久氏

水みち研究会
代表

神谷博氏

l博物館講座I
: ：： 9 I¢ l . 

気軽にご参加を

日
野
市
は
丘
陵
地
・
台
地
・
沖

積
地
と
変
化
に
富
ん
だ
地
形
が
み

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
り
立
ち
に

は
自
然
の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
、

現
在
の
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
影

響
を
及
ほ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
逆
に
わ
た
し
た
ち
の
生

活
の
営
み
は
、
自
然
を
改
変
す
る

ほ
ど
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
自
然
を
知
り
、
人
間
生
活
の

あ
り
方
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
る

た
め
に
、
日
野
市
の
地
形
や
地
質
、

世界の遊び大百科パート 3

メキシコのマリア・テレサさんとドミニカ共和国
のダマリスさんと 一緒にいろいろな国の遊ぴを体験。

I>時間＝午前 10時～正午

I>対象＝親子30人（小学生以上は子供のみも可）

手作りおもちゃのかがく館

身の回りの材料を使って楽しいおもちゃを作りま

す 。 そして動〈仕組みを考えます。 トントンきつ

つき、 トランポリンゲーム、かみコ プタ ー、マジ

ックパイプ。小学校低学年向き 。

I>時間＝午後 1時 ～ 3時

I>講師＝木村裕ー氏（造形教育研究家）

I>対象＝親子30人（小学生以上は子供のみも可）

t>持ち物＝はさみ、せんたくばさみ 3個

そ
し
て
地
下
に
存
在
す
る
水
を
と

り
あ
げ
た
講
座
「
日
野
の
大
地
を

探
る
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容
・
講
師
11別
表
の

と
お
り

▽
対
象
11市
内
在
生
、
在
勤
、
在

陰

親子ふれあいクッキング
料理はわくわ〈する遊びだよ 。魔法の蒸しパン作

りに挑載。小学校低学年向き 。

[>時間＝午後 1時～ 3時

[>講師＝健康課管理栄養士

[>対象＝親子30人（幼児は 5歳以上）

[>費用＝ 1人 300円
[>持ち物＝エフロン

学
の
方
※
全
回
参
加
可
能
の
方

▽
定
員
1130
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先
11
2
月
15日
困
か
ら

電
話
で
、
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
6

8
3
.
5
l
o
o
)

へ

羹
臭
随
の
も
よ
諏
し

▽
作
品
11甘
い
生
活
（
監
督
…
フ

エ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
ッ
リ
ー
ニ
、
出

演
…
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
ス
ト
ロ
ヤ

ン
ニ
、
ア
ニ
タ
・
エ
ク
バ
ー
ク
ほ
か

別
年
カ
ン
ヌ
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
、
白
黒
シ
ネ
マ
ス
コ
ー
プ
）

▽
内
容
11
宗
教
的
色
彩
の
強
い
、

地
味
な
作
品
を
発
表
し
て
い
た
フ

の
び
の
び
通
信

ス
ク
ー
リ
ン
グ

スクーリング日程表

第二 子どものストレス予防法 東京学芸大学
幼稚園 ～幼児期からの精神衛生～

名誉教授

午前9時30分
野村東助氏

~11時
第六 子どもの心をどう励ますか

東京学芸大学

幼稚園 ～し
教授

じヽめや疲れへの対処法― 松村茂冶氏

戸板女子短期
大学助教授
牧充子氏

午後 2時
~3時30分

第一 1お弁当を考える
幼稚園 ～幼児の食事と栄養～

ェ
ッ
リ
ー
ニ
が
、
作
風
も
テ
ー
マ

も
が
ら
り
と
変
え
、
世
界
の
巨
匠

に
お
ど
り
出
た
記
念
す
べ
き
作
品

▽
定
員
11
60人
※
保
育
あ
り
。
要

予
約以

上
、
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
II

中
央
公
民
館

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)

＠
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

参
加
グ
ル
ー
プ
募
集

交
差
点
や
分
岐
点
が
記
さ
れ
た

コ
マ
地
図
を
頼
り
に
、
地
域
を
歩

く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
、
こ
家
族

で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
3月
17日
回
午
前
9
時

ー
午
後
3
時
30
分
※
雨
天
の
場
合

は
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

▽
集
合
・
解
散
11中
央
公
民
館

▽
持
ち
物
11
上
履
き

▽
申
込
み

11
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
会
場
を
記
入

し
、
日
野
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課

(-T191神
明

1
の
12
の
1
)
へ

南
乎
小
学
校
ー
—
—
~

家
庭
教
育
学
級

▽
内
容
11
家
族
、
グ
ル
ー
プ
で
万

願
寺
を
中
心
に
日
野
東
部
地
区
約

10
キ
ロ
区
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

▽
定
員
11市
内
の
家
族
を
中
心
に

し
た
グ
ル
ー
プ
•
そ
の
他
の
グ
ル

ー
プ
25組
100人

（
小
学
生
の
グ
ル

ー
プ
も
可
）

▽
費
用

1
1
1人
200円
（
昼
食
時
の

と
ん
汁
代
を
含
む
）

▽
持
ち
物
11
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、

筆
記
用
具
、
敷
き
物

▽
共
催
11中
央
公
民
館
、
ひ
の
児

童
館
、
子
ど
も
会
連
合
会
、

G
I

N
G
A、
日
野
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
研
究
会

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
中
央
公

民
館

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)
／
ひ

の
児
童
館

(
6
8
1
.
7
6
7
5
)

▽
問
合
せ
先
11社
会
教
育
課
6
内

線

534大
坂
上
中
地
区

青
少
年
育
成
会

「
小
・
中
学
生
の
つ
ど
い
」

大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
会

で
は
、
中
学
校
を
少
し
で
も
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
三
小
・
七
小
・

東
光
寺
小
の
6
年
生
を
対
象
に
、

大
坂
上
中
生
徒
と
の
「
小
・
中
学

生
の
つ
ど
い
」
を
行
い
ま
す
。

部
活
動
の
紹
介
や
体
験
入
部
も

家
庭
教
育
学
級
は
、
ど
な
た
で

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＠
南
平
小
第
4
回
家
庭
教
育
学
級

▽
日
時
1
1
2月
20日
図
午
後
2
時

ー

4
時

野
市
文
化
協
会
主
催
唸

—
|

|

~

唸
講
演
会
を
開
催
し
ま

国
|
|

日
野
市
文
化
協
会
で
は
、
次
の
ー
4
時

と
お
り
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

▽

会
場
11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

今
回
は
講
演
会
の
ほ
か
に
、
講
▽
テ
ー
マ

11中
世
城
館
と
は
同
か

演
を
基
に
し
た
実
地
踏
査
も
行
い
（
大
地
に
刻
ま
れ
た
日
野
の
歴
史
）

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
▽
講
師
11
西
股
総
生
氏
（
三
鷹
市

出
掛
け
く
だ
さ
い
。
遺
跡
調
査
会
主
任
調
査
員
）

宅

講

演

会

▽

定

員

11200人
※
申
し
込
み
は
不

▽
日
時
1
1
2月
24日
出
午
後
2
時

要

で

す

▽
会
場
11南
平
小
図
書
室

▽
テ
ー
マ
11
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
と
は
？
／
今
、
子
供
に
伸
ば

し
た
い
力

▽
講
師
11山
田
栄
子
氏
（
南
平
小

教
諭
）

▽
問
合
せ
先
11
社
会
教
育
課
6
内

線

534
〶
実
地
踏
査

▽
日
時
1
1
3月
22
日
⑥
午
後
1
時

か
ら

▽
集
合
場
所

11
百
草
園
茶
室
前

（
小
雨
実
施
）

▽
内
容
11
百
草
城
の
実
地
踏
査

※
歩
き
や
す
く
滑
り
に
く
い
運
動

靴
等
で
参
加
を
。

以
上
、
▽
問
合
せ
先

11社
会
教

育
課
6
内
線
533

日野市青年講座日程表

し9-

感じて学ぷ．I

～世界・アジア・日本の現在を
トークと音楽で学ぷ I~ 

AP  F 
通信代表

山路 徹 氏
ロック
シンガー

朴 保氏

出会う
ことからはじまる／

～障害をもった人でもできる
皮細工紹介 します I-

学美人について考える／

～もう一度学ぷって
考えてみません力‘-

弘済
ケアセンター

村松郁恵氏

生涯学習って何だろう？

学ぷことって楽しい？

千葉大学教授

長澤成次氏
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曲

一

い

。

対

象

と

な

る

お

子

さ

ん

は

、

1
日
生
ま
れ
＾
中
学
校
＞
昭
和
-
”
-‘、ー

疵加

i
入
学
通
知
書
を
次
の
と
お
り
で
す
。
邸
年
4
月
2
日
1
昭
和5
9年4
-

—

-

＿

-

＿

＿

な

お

、

市

立

小

学

校

入

学

予

月

1
日

生

ま

れ

一

定
の
お
子
さ
ん
で
、
就
学
時
健
※
こ
と
し
4
月
末
ま
で
に
転
校
-

康
診
断
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
ま
た
は
国
立
・
私
立
小
・
中
学
-

丁
送
り
ま
し
た

油

こ

と
し
4
月
に
市
立
小
・
中
必
ず
指
定
の
学
校
へ
問
い
合
わ
校
へ
進
学
を
予
定
し
て
い
る
児
-

一枇
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
に
せ
の
う
え
、
摺
示
を
受
け
て
く
童
、
生
徒
の
保
護
者
の
方
も
こ

i

一ー
＿

岬

入

学

通

知

書

を

送

り

ま

し

た

。

だ

さ

い

。

連

絡

く

だ

さ

い

。

曲

一-
ま
だ
、
届
い
て
い
な
い
誓
▽
対
象
11^

小
学
校
＞
平
成
元
▽
問
合
せ
先
11学
務
課
6
内

線

[一
か

一

i

は
学
務
課
ま
で
こ
連
絡
く
だ
さ
年
4
月
2
日
ー
平
成
2
年
4
月

513
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＿
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▲
:
｀

庫

ー

妊

娠

出

産

休

暇

・

育

児

休

業

_
]

月
31日
現
在
満
60歳
未
満
の
方
{

-
I補
助

教

職

員

候

補

者

を

募

集

ー

▽
勤
務
場
所
11
都
内
公
立
学
校
-

一
東
京
都
教
育
庁
で
は
、
妊
娠
な
い
）
と
し
て
12カ
月
以
上
の
▽
選
考
11書
類

と

面

談

-

—
出
産
・
育
児
休
業
補
助
教
職
員
勤
務
経
験
を
有
し
て
い
る
方

／
▽

受
付
期
問1
1
3
月
1
日

曲
ー

嗚

二
藷
者
を
募
集
し
ま
す
。
②
は
、
養
護
教
諭
普
通
免
許
状

6
日
困
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
-

-
▽
職
種
11
①
教
諭
②
養
護
教
諭
を
有
し
て
い
る
方
／
③
は
、
国
く
）

公
立
学
校
ま
た
は
都
若
し
く
は
▽
問
合
せ
先
11
同
庁
人
事
部
選
嗚

-
③
事
移

曲
▽
資
格
11①
は
、
応
募
す
る
校

都
内
区
市
町
村
役
所
に
お
い
て
考
課
選
考
係

(
6
0
3
.
5
3
2
{

糾
種

・
教
科
の
正
式
任
用
教
諭
正
規
の
事
務
職
員
で
5
年
以
上

0
.
6
7
8
7
)
／
同
庁
多
摩

i

叫
（
東
京
都
の
臨
時
的
任
用
教
曇
の
経
験
を
有
す
る
23歳
以
上
の
教
育
事
務
所

(
6
2
4
.
7
2
-

曲
も
含
む
が
非
常
勤
講
師
は
含
ま

方

※

①
②
③
と
も
、
こ
と
し

3

2

1
)

ゞ
・――-
『
・り
・――
―
_.、
・全・▲
7-――・り
．急・▲ァ
羞．
9
．羞
り
・吾
り
・奮・
▲
・号
り

・ーモ・り
．号
▲
・蚤・、
．妻・
9
奪
り
・薔・
り
・蚤・
り
・書．り．
羞
り
・蚤・り
・奎・、
妻・
、
食・
、
羞
・
り
・-=-・
り
・蚤

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
参
加
を
。

r
;
;
;
9
;
,；
；
り
・＿；＇
・養`

；

；

；

養
・9
・毒
り
・号り

；

；

も

．

こ
n
野
市
青
年
講
座
を
開
催
-

▽
日
時
1
1
3月
2
日
出
午
後
1
時

一

か
ら

▽
会
場
11
大
坂
上
中

▽
問
合
せ
先
11金
田

(
6
8
3
.
3
-

今
年
度
の
日
野
市
青
年
講
座
の
と
お
り

i

-

9
8
6
)

て
を
3
月
7
日
困
か
ら
開
催
し
ま
▽
会
場
11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
一

了
す
。
今
回
は
、
魅
力
あ
る
生
涯
学
タ
ー

t

習
を
求
め
て
、
「
き
ょ
う
か
ら
、
▽
定
員
1150人

～

る
な
た
も
学
美
人
（
ま
な
び
じ
▽
主
催
11
日
野
市
教
育
委
員
会
-

え
）
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11ひ
の
i

一
塁
に
参
加
く
だ
さ
い
。
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

(
6
8
2
.
-

[
▽
日
時
・
内
容
・
講
師
11別
表

3
1
3
6
)
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1996年（平成8年）2月15E3 
第889号 て’‘(8) 

市役所
代表電話

霊85-1111

■障
害
者
支
援
団
体
「
あ
い
あ
む
」

か
ら

▼
う
き
つ
き
手
芸
教
室
▽
日
時

11

■や
さ
し
い
木
彫
一
日
講
習

2
月
19日
午
前
10時
ー
正
午
▽
会
▽
日
時

11
2
月
27日
午
後

1
時
ー

場
11女
性
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
ミ

4
時
▽
会
場

11女
性
セ
ン
タ
ー
▽

■新
生
活
運
動
推
進
協
議
会

二
お
ひ
な
さ
ま
▽
費
用

11参
加

費

内

容

11花
型
コ
ー
ス
タ
ー
▽
費
用
乳
料
理
講
習
会

500円
、
材
料
費

950円
▼
あ
い
あ
む

1
1
2千
円
▽
持
ち
物

11彫
刻
刀
、

▽
日
時

1
1
2月
29日
午
前
10時
ー

き
・
・
・
・t
`
`
~
-
0
：
ー
＿
＿
＿
—．．
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合・,`

r：さ・・・・・・

邑
図
書
館
嘱
託
・
臨
時
職
員
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
課

▽
勤
務
期
問

11
4
月
1
切
年
3
月
▽
勤
務
内
容

11簡
易
な
事
務
▽
募

末
日
※
勤
務
日
時
は
勤
務
図
書
館
集
人
数

11若
干
人
▽
賃
金

11時
給

に
よ
り
異
な
る
▽
勤
務
場
所

11市

850円
（
交
通
費
実
費
支
給
）
▽
応
募

内
図
書
館
▽
勤
務
内
容

11図
書

の

方

法

11
2
月
26日
（
土
暉
・
日
曜
日

貸
し
出
し
・
返
却
及
び
整
理
等
の
を
除
く
）
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
赤

補
助
▽
対
象

1155歳
未
満
の
健
康
付
）
を
健
康
課
（
日
野
本
町
1
の
6

で
図
書
館
に
関
心
の
あ
る
方
▽
勢
の

2
6
8
1
.
4
1
1
1
)
へ
持
参

集
人
数

11若
干
人
▽
賃
金

11時
給

830円
か
ら
（
交
通
費
実
費
支
給
）
▽

応
募
方
法

1
1
2月
19日
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
中
央
図
書

館
(
〒
191豊
田
2
の
4
9
C
8
1
.
7

3
5
4
)
へ
持
参
か
郵
送

由
市
立
幼
稚
園
臨
時
職
員

▽
勤
務
日
時

1
1
4月
か
ら
の
月
曜

ー
土
曜
日
午
前

8
時
30分
ー
午
後

2
時
30分
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

▽
勤
務
場
所

11市
内
市
立
幼
稚
園

▽
勤
務
内
容

11心
身
障
害
児
の
介

助
▽
対
象

11
40
歳
く
ら
い
ま
で
の

健
康
な
方
▽
剪
集
人
数

11若
干
人

▽
賃
金

11時
給

930円
（
交
通
費
実

費
支
給
）
▽
応
募
方
法

1
1
2月
29

旦
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で

に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
と
幼
稚
園

教
諭
免
許
状
の
写
し
を
市
役
所

5

階
学
務
課

(
6内
線
512)
へ
持
参

ぼしゅう

■核
実
験
に
揺
れ
る
島

1
3
.
1

非
核
太
平
洋
の
日
を
前
に

▽
日
時

11
2
月
17日
午
後

1
時
30

分
1
4時
30分
▽
会
場

11生
活
・

保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11ビ
デ
オ

上
映
と
講
演
▽
講
師

11吉
川
繁
氏

（
市
民
に
よ
る
タ
ヒ
チ
取
材
調
査

団
）
ほ
か
▽
費
用

11400円
▽
問
合

せ
先

11核
を
考
え
る
日
野
市
民
の

集
い
実
行
委
貴
会

(
6
8
4
.
9
8
8

0
ト
ッ
パ
ン
ム
ー
ア
労
組
気
付
）

■日
野
お
は
な
し
の
会

第
1
回
お
は
な
し
会

▽
日
時

1
1
2月
17日
午
後

2
時
1

3
時
30分
▽
会
場

11高
幡
図
書
館

▽
対
象

11小
l
以
上
▽
問
合
せ
先

11山
田

(
6
8
7
.
1
4
2
4
)

遜
もよおし

.A
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
日
時

1
1
2

月
25日
午
前
10時
ー
午
後

2
時
※

雨
天
実
施
▽
会
場

11ひ
の
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
▽
費
用
11参
加
費
300

円
、
賛
同
支
援
金
（
売
り
上
げ
の

2
割）

▽
問
合
せ
先

11あ
い
あ
む

(
6
8
6
.
8
3
8
3
)
 

■日
野
第
三
生
活
学
校
牛
乳
製

品
を
使
っ
た
料
理
講
習
会

．▽
日
時

11
2
月
24
日
午
前
10時
1

正
午
▽
会
場

11中
央
公
民
館
▽
講

師
11山
中
節
子
氏
（
料
理
研
究
家
）

▽
定
晨

11先
着
40人
▽
持
ち
物

II

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

▽
申
込
み

1
1
2月
20日
ま
で
に
吉

岡

(
C
9
1
.
7
4
1
7
)

へ

■「
黒
い
潮
」
（
下
山
事
件
）
上
映
会

▽
日
時

11
2
月
25日
午
後

1
時
30

分
1
4時
▽
会
場

11生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
解
説

11小
松
良
郎
氏

▽
費
用

11会
員
外

300円
▽
問
合
せ

先
11日
野
の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ

会
（
松
尾

6
9
1
.
2
5
6
6
)

〶
臨
時
職
員
（
健
康
課
）

▽
勁
務
日
時

1
1
4月
か
ら
の
月
曜

1
金
曜
日
午
前
9
時
ー
午
後

4
時

の
内
1
日
3
時
間
▽
勤
務
場
所

11

▽
締
め
切
り
は

1
日
号
が
前
月

15日
（
必
着
）
、
の
前
日
に
な
り
ま
す
。

J

15日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。
な
お
締
め
※

0
印
は
市
が
行
う
も
の
、

■印
は
団
体
・
個

切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
人
の
投
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

■小
泉
博
・
木
内
正
夫
風
景
画
ニ

人
展
（
素
描
淡
彩
）

▽
日
時

1
1
2月
27日
1
3月
3
日

午
前
10時
ー
午
後
6
時
※

3
月
3

日
は
午
後
5
時
ま
で
▽
会
場

11と

よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ

先
11木
内

(
6
8
1
.
8
4
5
2
)

■日
野
市
小
学
校
図
画
工
作
展

▽
日
時

11
3
月
1
日
午
後

1
時
1

4
時、

2
日
午
前

9
時
ー
午
後
4

時
▽
会
場

11市
民
会
館
展
示
室
▽

問
合
せ
先

11百
草
台
小
（
丸
6
9
1

.
0
9
9
8
}
 

■東
部
会
館
、
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
温
水
プ
ー
ル
監
視
員

▽
勤
務
日
時

1
1
4月
か
ら
の
火
曜

1
日
曜
日
午
前
9
時
30分
ー
午
後

9
時
の
内
1
日
3
時
間
以
上
▽
対

象
1118歳
1
4
0歳
で
2
種
目
100屈

以
上
泳
げ
る
健
康
な
方
▽
問
合
せ

先
11東
部
会
館

(
6
8
3
.
4
3
1

l
)
、
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

(
C

8
2
.
0
0
0
2
)
 

牛

鉛
筆
、
定
規
▽
申
込
み
先

11小
野

沢

(
6
8
2
.
1
0
2
8
)

正
午
▽
会
場

11東
部
会
館
▽
講
師

11山
中
節
子
氏
（
料
理
研
究
家
）

▽
定
員

11先
着

40人
▽
持
ち
物

II

エ
プ
ロ
ン
▽
申
込
み
先

11
久
万

(
6
8
1
.
0
2
6
5夜
間
）

■ア
ー
チ
ェ
リ
ー

初
心
者
実
技
指
導
教
室

▽
日
時

11
2
月
16
日・

17日・
23日

午
後

6
時
30分
1
8時
30分、

25

日
午
後
1
時
ー

5
時
▽
会
場

11南

平
体
育
館
▽
費
用

11
1
回
loo円
▽

甲
込
み

11当
日
南
平
体
育
館
ロ
ビ

ー
で
（
毎
回
出
席
し
な
く
て
も
可
）

▽
問
合
せ
先

11体
育
課
6
内
線
541

〶
中
学
校
体
育
施
設
開
放

3
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時

11
2
月
20日
①
体
育
館
…

午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
午

後
3
時
③
校
庭
…
午
後

4
時
▽
会

場
11市
役
所

5
階
505会
議
室
▽
資

格

11各
登
録
団
体
の
構
成
属
で
団

体
証
を
持
参
し
た
高
校
生
以
上
の

方
▽
問
合
せ
先

11体
育
課
C
内
線

2
 

4
 

5
 

■日
野
市
体
育
指
導
委
員
会
市

民
ふ
れ
あ
い
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▽
日
時

1
1
3月
10日
午
前

9
時
か

ら
▽
会
場

11南
平
体
育
館
▽
種
目

11女
子
の
部
、
混
合
（
常
時
2
人

以
上
女
子
が
コ
ー
ト
に
居
る
こ

と
）
の
部
※

1
チ
ー
ム
4
人
ー
7

人
▽
対
象
ll中
学
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
▽
費
用

11

1
人
300円
▼
主
将
会
議

11
2
月
22

ゑスポーツ
凡
ごあんよ＼

日
午
後
7
時
に
市
役
所

5
階
504会

議
室
▽
申
込
み

11費
用
を
添
え
て

主
将
会
議
で
▽
問
合
せ
先

11体
育

唇

内

線

541

〶

民
体
育
大
会
駅
伝
競
技

▽
日
程

11
3
月
17日
※
雨
天
実
施

▽
集
合

11午
前
9
時
に
浅
川
ス
ポ

ー
ツ
広
場
▽
コ
ー
ス

11浅
川
周
回

コ
ー
ス
▽
種
目
・
費
用

11中
学
男

子
・
女
子
：

500円
、
一
般
…
千
円

※
1
チ
ー
ム

4
人
▽
申
込
み

1
1
3

月
1
日
ま
で
に
申
込
用
紙
に
記
入

し、

費
用
を
赤
え
て
市
役
所

5
階

体
育
課
（
ft内
線
541)
へ

屯
学
校
体
育
施
設
開
放
利
用
団
体

登
録
証
の
更
新
に
つ
い
て

▽
中
学
校
体
育
施
設
開
放
利
用
抽

選
会
に
参
加
す
る
団
体
で
、
登
録

証
の
有
効
期
限
が
3
月
31日
で
切

れ
る
団
体
は
、
更
新
手
続
き
を
し

な
い
と
3
月
21日
の
柚
選
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
更

新
手
続
き
は
、

3
月
11日
ま
で
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
▽
問
合
せ
先

II

体
育
課
6
内
線

542

■
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
—
か
ら

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
募

集
▽
対
象

11体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
指
導
（
幼
児
ー
高
齢
者
）

に
興
味
の
あ
る
方
※

2
月
20日
午

前
10時
か
ら
説
明
会
▼
手
品
教
室

▽
日
時

11
2
月
22日
・

29日
・

3

月
7
日
午
後

7
時
1
8時
30分
▼

ナ
イ
ト
ス
ケ
ー
ト
教
室
▽
日
時

11

2
月
24
日
午
後
4
時
1
8時
▽
会

場
11多
摩
テ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ト
場
▼

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

▽
日
程
1
1
4月
2
日
1
7日
▽
費

用
11
8
万
7
千
550円
か
ら
▼
人
形

劇
が
や
っ
て
く
る
▽
日
時

11
3
月

2
日
午
前
10時
30分
1
1
1時
30分

▽
内
容

11
「
ぶ
た
か
い
と
ひ
つ
じ

か
い
」
ほ
か
▽
対
象

11幼
児
と
親

▼
春
休
み
子
ど
も
ス
キ
ー
ス
ク
ー

ル
▽
日
程
・
対
象
1
1
3月
28日
1

31日
…
小
1
ー
高
3
、
3
月
29
日

1
3
1日
・
・
・
年
長
ー
小
6
▽
場
所

11

新
潟
県
五
日
町
ス
キ
ー
場

以
上
、
朗
記
の
な
い
も
の
▽
会

場
11
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

II

同
セ
ン
タ
ー
（

6
8
2
.
3
1
3
6
)

■1
歳
・

2
歳
児
無
料
健
康
診
断

▽
小
児
科
医
が
診
察
。
身
体
測
定

も
行
い
ま
す
▽
日
時

11毎
月
第

3

火
曜
日
午
前
10時
1
1
1時
▽
会
場

ー
日
野
わ
か
ば
保
育
園
（
程
久
保

芍
の
21の
2
)
▽
問
合
せ
先

11
同

菌

(
6
9
3
.
5
5
5
1
)

■日
野
・
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
友
好
協

会
講
話
と
話
し
合
い

▽
日
時

11
2
月
24日
午
後

2
時
ー

4
時
▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容

11都
の
姉
妹
都
市
交

流
と
国
際
化
施
策
▽
講
師

11米
原

亮
三
氏
（
東
京
都
国
際
部
副
参
事
）

▽
問
合
せ
先

11棚
橘

(
6
9
1
.
6

7
0
0
)
 

■講
演
会
「
沖
縄
の
心
を
語
る
」

▽
日
時

1
1
2月
24
日
午
後

2
時
か

ら
▽
会
場

11中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11沖
繍
舞
踊
エ
イ
サ
ー
、

講
演
ほ
か
▽
費
用

11500円
（
お
茶

付
き
）

▽
問
合
せ
先

11文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
み
ん
な
の
会
（
杉
山

6
8
6

•7825) 
■神
経
難
病
の
検
診
と
相
談

▽
日
時

1
1
3月
2
日
午
後

1
時
ー

4
時
▽
会
場

11日
野
市
地
域
ケ
ア

研
究
所
▽
対
象

11難
病
の
疑
い
の

あ
る
方
、
療
養
生
活
が
不
安
な
方

▽
申
込
み

11
電
話
で
同
研
究
所

■お
父
さ
ん
の
た
め
の

日
曜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

▽
日
程

11
3
月
3
日
＼
4
月
7
日

の
毎
週
日
曜
日
▽
内
容

11こ
れ
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み

た
い
と
い
う
方
に
、
「
自
分
の
町
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
プ
ラ
イ
ン

ド
ウ
ォ
ー
ク
、
浅
川
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、
近
郊
農
園
で
の
体
験
学

習
な
ど
を
行
う
▽
対
象

11社
会
人

の
男
性
先
着
20人
▽
申
込
み
先

II

日
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ

ー

(
6
8
2
.
2
3
1
8
)

■日
中
友
好
協
会中

国
語
会
話
教
室

▽
日
時

11
毎
週
①

A
班
：
日
曜
日

午
前
10時
ー
正
午
②
B
班
：
水
曜

日
午
後
7
時
ー
9
時
③

c班
：
日

曜
日
午
後
0
時
30分
ー

2
時
30分

▽
会
場

11中
央
図
書
館
ほ
か
▽
費

用
1
1
2カ
月

6
千
円
※
中
国
人
請

師
▽
問
合
せ
先

11桑
原

(
C
0
4

2
6
.
5
2
.
0
0
5
5
)
 

●
家
廂
婦
人
バ
レ
—
ボ
ー
ル

「
北
原
‘
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」

▽
毎
週
火
曜
・
木
躍
日
午
後
6
時

30分
i
9時
に
仲
田
小
体
育
館
な

ど
で
▽
対
象

1120歳
1
4
0歳
の
経

験
者
▽
問
合
せ
先

11村
松

(681

.
0
6
7
3
)
 

■幼
児
サ
ー
ク
ル
「
小
ぐ
ま
ち
ゃ

ん」▽
週
1
回
、
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
※
4
月
開
始
予
定
▽
内

容
11リ
ズ
ム
遊
び
、
ゲ
ー
ム
ほ
か

▽
対
象

1
1
1歳
6
カ
月
児
ー

4
歳

児
と
親
▽
問
合
せ
先
11大
貫

(
6

8
4
.
4
6
4
1
)
 

●
演
劇
工
場
パ
ズ
ル

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
1
9時

に
中
央
公
民
館
な
ど
で
▽
費
用
11

圏
[〗

固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税

国
民
健
康
保
険
税

（第

4
期）

（第

6
期）

月
千
円
※
楽
し
く
、
分
か
り
や
す

い
芝
居
を
目
摺
し
ま
す
▽
問
合
せ

先
11園
部

(
C
8
1
.
7
9
0
1
)

■ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
第
2
ひ
ま

わ
り
会
」

▽
毎
週
金
曜
日
午
後

7
時
1
9時

に
混
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
※

第
4
金
曜
日
は
フ
リ
ー
の
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
▽
費
用
11月
2
千
円

▽
対
象

11初
心
者
の
男
女
各
20人

▽
問
合
せ
先

11菊
池

(
6
9
1
.
3

6
2
2
)
 

■ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「
ジ
ャ
＆
ジ
ャ
」

▽
毎
月
第1
•

第
2
•

第
3

木
曜

日
午
前
10時
15分
ー
正
午
に
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
対
象

11
30歳
1
6
0歳
の
方
▽
費
用

11入

会
金

2
千
円
、
月

4
千
500円
▽
問

合
せ
先

11内
山

(
6
8
4
.
1
6
4

5
夜
問
）

■シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
し
て
み

ま
せ
ん
か

▽
毎
月
第1
•

第
3

土
曜
日
午
後

1
時
30分
＼

4
時
に
中
央
公
民
館

な
ど
で
▽
費
用
11月
2
千
円
▽
問

合
せ
先

11ス
ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト

の
会
（
武
藤

6
8
3
.
2
8
3
2
)

■足
操
術
を
学
ぶ
会

▽
足
の
裏
か
ら
健
康
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
▽
毎
月
第
4
月
曜
日
午

後
7
時
1
8時
30分
に
ひ
の
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
費
用
11

1
回
千
500円
▽
問
合
せ
先

11仁
平

(
6
8
3
.
8
6
8
l
)
 

■バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

「
日
野
つ
く
し
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
前
9
時
1
正
午

に
南
平
体
育
館
な
ど
で
▽
費
用
11

入
会
金
千
円
、
月
千
500円
※
指
導

あ
り
▽
問
合
せ
先

11奥
野

(693

■練
功
十
八
法
（中
国
健
康
体
操
）

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
2
時
i
3時

30分
に
多
摩
平
団
地
東
集
会
所
な

ど
で
▽
費
用

11
月
千
500円
※
初
心

者
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11植
田

(
C

8
1
.
4
1
9
7
)
 

■楊
名
時
気
功
太
極
拳
同
好
会

▽
毎
週
日
曜
日
午
前
10時
1
1
1時

3
0分
に
勤労
•
青
年
会
館
な
ど
で

▽
費
用
11月
2
千
円
※
初
心
者
歓

迎
▽
問
合
せ
先

11河
原

(686.

7
3
5
2
)
 

■日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
み
ま

せ
ん
か

▽
月
2
回
①
木
曜
日
②
火
曜
日
の

午
後

1
時
1
3時
30分
に
平
山
周

辺
で
▽
内
容

II
CD…
日
本
舞
踊
、

端
唄
、
小
唄
、

京
舞
②
…
茶
道
▽

費
用
11①
、
②
と
も
月
4
千
円
※

初
心
者
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11長
谷

JI
(6
9
2
.
5
2
9
5
)
 

■ペ
ン
字
サ
ー
ク
ル
ひ
の

▽
毎
月
第1
•

第
3

火
曜
日
午
前

10時
＼
正
午
に
中
央
公
民
館
な
ど

で
▽
対
象
11初
心
者
▽
費
用
11
月

2
千
円
程
度
▽
問
合
せ
先

11
岡

島

(
6
8
6
.
2
6
5
6
)

■多
摩
平
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▽
毎
週
日
曜
日
午
前
8
時
i
1
0時

に
六
小
校
庭
な
ど
で
▽
対
象

11成

人
男
子
▽
費
用
11月
千
円
※
各
種

大
会
参
加
▽
問
合
せ
先

11
田
中

(
6
8
1
.
2
2
6
1
)
 

■童
謡
と
唱
歌
「
こ
ま
く
さ
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
前
10時
1
1
1時

に
瘍
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽

費
用
11月
千
円
、
運
営
費
500円
※

見
学
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11
松
本

(
6
9
4
.
6
9
9
7
)
 

り

(
6
8
6
.
9
0
5
1
)

へ

ン

•2766) 


